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毎食後、 歯みがきを
して、 むし歯や歯周病
にならないように
予防しましょう！

特集

6 月 4日～10日は「歯と口の健康週間」
～むし歯や歯周病を予防して歯と口の健康づくり～
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６
月
４
日
は
む
し
歯
の
日
、
６
月
４
日
か
ら
10
日
は
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
で
す
。

　
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
全
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
健
康
づ
く
り
計
画
「
歯
と
口
の
健
康
」
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
の
歯
科
検
診
や
育
ち
ざ

か
り
世
代
の
む
し
歯
予
防
、
働
き
ざ
か
り
世
代
の
歯
周
疾
患
予
防
、
高
齢
者
の
口
腔
機
能
向
上
に
向
け
た
施
策

を
推
進
し
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
生
き
と
過
ご
す
た
め
に
も
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
歯
と
口
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

動脈硬化
歯周病菌が動脈硬化を起こして
いる血管に付着すると、血管を
狭める作用を促進すると考えら
れています。

が　ん
歯周病菌によって炎症が起
こり、それが続くことでが
んに結びつくといわれてい
ます。

糖尿病
歯周病は、糖尿病の第 6番目
の合併症といわれており、血
糖値が高い状態がつづくと歯
周病が引き起こされます。

肥　満
よく噛むと唾液がよく出て歯周
病を予防できます。また、食欲
を抑えてエネルギーを消費させ
る神経ヒスタミンが活性化され
ます。

バージャー病
手や足の指先が青紫色になって強い痛みが起こり、
潰瘍になりひどくなると細胞が死んでしまう病気で
す。喫煙者と歯周病者に多いといわれています。

認知症
動脈硬化を促進する歯周病を予防
することで脳血管性認知症を予防
できます。また噛むことで脳が活
性化され、アルツハイマー型認知
症を予防できます。

◆歯周病セルフチェック◆
　次の項目の当てはまるものにチェックし
てください。
□歯ぐきに赤く腫れた部分がある
□口臭がなんとなく気になる
□歯ぐきがやせてきたみたい
□歯と歯の間にものが詰まりやすい
□歯をみがいたあと、歯ブラシに血がついた
り、すすいだ水に血が混じることがある
□歯と歯の間の歯ぐきが、鋭角的な三角形で
はなく、赤くブヨブヨしている
□ときどき、歯が浮いたような感じがする
□指でさわってみて、少しグラつく歯がある
□歯ぐきから膿

うみ

がでたことがある
《判定》０個…歯周病の可能性は低いです。
　１～ 2個…歯周病の可能性があります。
　3 ～ 5 個…歯周病が進行している可能性
があります。早めに歯科医院で検査をして
ください。

定期検診を受けましょう
　成人のうち約８割の人が、歯を失う
原因の１位である「歯周病」にかかっ
ているといわれています。
　歯周病を予防するには、歯科での定
期的な検査や歯みがきなどで歯

し

垢
こ う

（プ
ラーク）を減らすことが大切です。
　「健康」を保つためには、健診や人
間ドックなどで体のチェックを行い
ますが、歯や口のチェックはおろそか
になりがちです。
　日常生活を見直すとともに、かかり
つけの歯科医師を決めて、定期検診を
受けましょう。
　ウェルネス健康づくり計画では、特
に働きざかり世代の方々に、歯周病疾
患予防を呼びかけています。

脳

血管
心臓

肺
すい臓

おなか

子宮

手足の先
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　　　　　　歯の寿命を延ばし
　　　　　　健康で長生き！
　　　　　8

はち

0
まる

2
にい

0
まる

運動を
　　　　　　　　実践しよう
　おいしく食べて、健康で長生きするために
は、歯と口の健康づくりが欠かせません。
　現在、80 歳の方の歯の数は約 13.9 本と
なっています。何でもよくかんで食べるには
自分の歯が最低でも 20本必要です。
　8020運動は、「80歳になっても自分の歯
を 20本以上保とう」という運動です。
　今回、（社）奈良県歯科医師会主催の「8020
達成者」に認定された奥中さんに、よい歯を
保つためのアドバイスを伺いました。

　　　　　　　　　　　奥中八重子さん
　　　　　　　　　　　　（榛原榛見が丘１）

　現在 86歳で 28本の歯があります。毎日
朝夕の歯みがきと２か月に１回の検診は、か
かしたことがありません。そして何より、毎
日規則正しい生活を送っています。
　昔から固いものが大好きで、するめの足や
そら豆などをよく食べました。よく噛むこと
が歯を丈夫にするのだと思います。
　歯を守ると、何でもおいしく食べることが
できますし、内臓もたっしゃになります。
　常に前向きな考えを持つことも大切と話
されました。

心内膜症
狭心症・心筋梗塞

歯周病菌が血液中に流れ込み、
心臓の内膜に付着すると、心内
膜炎という心臓病を引き起こし
ます。また歯周病は狭心症・心
筋梗塞リスクを高めます。

肺　炎
歯周病菌など、口の中の細
菌が気管に入り込むと肺炎
にかかることも。高齢者や
寝たきりの人などで飲み込
む力が低下しているとおこ
りやすくなります。

胎児の低体重・早産
妊娠中はつわりなどで、口の
中のケアが難しくなりがちで
す。歯周病が妊娠・出産に悪
影響とのデータもあります。

骨粗しょう症
骨粗しょう症の人が歯周病に
なると、歯を支える骨である
歯槽骨が急速に痩せてしまい
ます。

歯周病は全身に影響を及ぼします
歯周病になると、次の
ような影響が全身に及
ぶこともあります。

　Q&A　

　　　　　　　　Q: 歯周病とはどのような
　　　　　　　　　　　　　　病気ですか？
A : 歯の周囲を支えている部分を歯周組織といいます。
むし歯と違って歯の形が溶けていくのではなく、歯
の周囲を支えている組織が溶けていく病気です。

Q: 歯周病の自覚症状には、どのようなものが
ありますか？
A : 歯周病の初期には、ほとんど自覚症状がありませ
ん。気付かないうちに進行していくのが歯周病の恐
いところです。歯肉の腫れを自覚したり、歯みがき
で出血が止まらない場合には、症状が進行していま
す。悪化させないためにも、歯科での定期検査をお
すすめします。

Q: 歯周病の予防方法は？
A : 歯周病の原因である歯垢（プラーク）を取り除
くことが一番です。歯垢は、食後 8時間位すると
形成されるので、毎食後に除去しておくことが必
要です。歯垢を除去するためには歯ブラシと歯間
ブラシが基本になります。

Q: たばこは歯周病と関係がありますか？
A : はい。すべての喫煙者が歯周病になるとはかぎ
りませんが、喫煙者は非喫煙者に比べ 2～ 8倍で
歯周病にかかりやすくなります。

Q: 口臭に悩んでいます。歯周病でしょうか？
A : 口臭の原因に歯周病があります。歯周病になる
と、歯と歯ぐきの間の歯周ポケットが深くなり、
その中にいる歯周病菌の出す物質が口臭の元にな
ると考えています。

骨

手足の先
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市
長
就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
た
び
の
宇
陀
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市

民
の
皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

２
期
目
の
市
政
運
営
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
期
目
の
４
年
間
は
、
行
政
に
新
し
い
風
を
吹
き

入
れ
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
学
校
耐
震

化
な
ど
必
要
な
事
業
を
実
施
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
行

財
政
改
革
を
最
優
先
課
題
と
し
て
推
し
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
経
常
収
支
比
率
は
大
幅
に
改
善
し
、

よ
う
や
く
健
全
な
市
政
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
つ
事
が
で
き
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
期
目
の
４
年
間
は
、
宇
陀
市
の
将
来
を
左
右
す

る
非
常
に
重
要
な
時
期
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
来
年
に
は
宇
陀
市
誕
生
か
ら
10
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
控
え
て
お
り
、
こ
れ
を
契
機
に
宇

陀
市
が
さ
ら
に
飛
躍
す
る
た
め
に
も
、
将
来
の
あ
る

べ
き
姿
を
し
っ
か
り
見
据
え
た
う
え
で
市
政
運
営
に

努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
に
お
約
束
い
た
し
ま

し
た
「
産
業
振
興
」「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
の
実
現
」

「
定
住
・
雇
用
促
進
」「
教
育
・
福
祉
の
充
実
」
な
ど
、

市
民
の
皆
様
と
共
に
取
り
組
み
、
新
た
な
宇
陀
市
モ

デ
ル
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
中
山
間
都
市
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
少
子

高
齢
化
に
加
え
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
や
将
来
に
お

け
る
農
業
政
策
の
大
転
換
な
ど
先
行
き
の
不
透
明
感

は
よ
り
深
ま
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
臆
す
る
こ
と

な
く
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
「
宇
陀
市
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
。
住
み
続
け
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

更
な
る
改
革
に
向
か
っ
て
竹
内
市
長
が
再
選

任
期
は
、
平
成
26
年
４
月
27
日
か
ら
平
成
30
年
４
月
26
日
ま
で
。

こ
れ
か
ら
政
策
的
予
算
な
ど
市
議
会
で
の
審
議
を
経
て
、
竹
内
市
政

２
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
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そ
れ
ぞ
れ
が
想
い
を
託
さ
れ
て

　
　
　
新
市
議
14
人
（
現
職
６
人
・
新
人
８
人
）
が
決
定

任
期
は
平
成
26
年
５
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
４
月
30
日
ま
で

５
月
12
日
の
臨
時
議
会
を
出
発
点
に
、
新
体
制
で
の
議
会
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

※
掲
載
は
議
席
順
（
敬
称
略
）
で
す
。

投 票 総 数 　 2 1 , 6 0 7 票
う ち 有 効 投 票　 2 1 , 2 1 1 票
う ち 無 効 投 票 　　   3 9 6 票

候 補 者 別 得 票 数 （ 得 票 順 ）
当 選 井 谷  憲 司 1 , 8 4 0 . 0 0 0 票
当 選 勝 井  太 郎 1 , 7 6 1 . 0 0 0 票
当 選 廣 澤  孝 英 1 , 3 3 2 . 0 0 0 票
当 選 上 田     德 1 , 2 8 7 . 0 0 0 票
当 選 松 浦 利 久 子 1 , 2 8 4 . 0 0 0 票
当 選 西 浦  正 哲 1 , 2 3 4 . 0 0 0 票
当 選 宮 下  公 一 1 , 2 1 5 . 0 0 0 票
当 選 西 岡  宏 泰 1 , 1 8 8 . 0 0 0 票
当 選 山 本  裕 樹 1 , 1 5 8 . 0 1 8 票
当 選 多 田 與 四 朗 1 , 1 2 3 . 0 0 0 票
当 選 八 木  勝 光 1 , 1 1 4 . 0 0 0 票
当 選 山 本  新 悟 1 , 1 1 2 . 6 2 5 票
当 選 山 本  繁 博 1 , 0 8 1 . 3 5 5 票
当 選 菊 岡  千 秋 1 , 0 4 7 . 0 0 0 票
　 大 澤  正 昭   9 8 6 . 0 0 0 票
　 亀 井  雅 之   9 4 7 . 0 0 0 票
　 峠 谷  安 寛   7 3 7 . 0 0 0 票
　 泉 岡  正 弘   5 1 6 . 0 0 0 票
　 山 中  忠 宣   2 4 8 . 0 0 0 票

■ 市 議 会 議 員 選 挙 開 票 結 果
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 敬 称 略 ）

■ 市 長 選 挙 開 票 結 果 （ 敬 称 略 ）

松
まつうら　りくこ

浦利久子（49 歳）
無新【室生染田】

上
 うえだ のぼる

田德（65 歳）
無現【室生向渕】

井
いたに　けんじ

谷憲司（48 歳）
公明現【榛原天満台西】

勝
かつい　たろう

井太郎（35 歳）
無現【室生大野】

廣
ひろざわ たかひで

澤孝英（49 歳）
無新【榛原萩原】

多
ただ　　よしろう

田與四朗（62 歳）
無現【榛原下井足】

山
やまもと ゆうき

本裕樹（43 歳）
無新【大宇陀小附】

西
にしうら まさのり

浦正哲（58 歳）
無新【榛原角柄】

宮
みやした こういち

下公一（59 歳）
無新【榛原内牧】

西
にしおか ひろやす

岡宏泰（53 歳）
無新【大宇陀野依】

菊
きくおか ちあき 

岡千秋（59 歳）
無新【菟田野古市場】

八
　やぎ　かつひこ

木勝光（61 歳）
共産新【大宇陀上新】

山
やまもと しげひろ

本繁博（62 歳）
自民現【菟田野岩﨑】

山
やまもと しんご

本新悟（64 歳）
無現【大宇陀内原】

■ 投 票 結 果

【現】・・現職
【新】・・新人
【公明】・公明党
【共産】・日本共産党
【自民】・自由民主党
【無】・・無所属

市長選挙・市議会議員
選挙　選挙結果

（平成 26 年 4 月 27 日執行）

　市長選挙には、前職 1 人、新
人 2 人が立候補。市議会議員選
挙には定数 14 人に対して、現職
8 人、元職 2 人、新人 9 人の計
19 人が立候補。
　投票率は、前回同選挙と比べて
横ばいでしたが、今回も県内他市
と比べて高い結果となりました。

投 票 総 数 　 2 1 , 6 0 8 票
う ち 有 効 投 票　 2 0 , 9 4 2 票
う ち 無 効 投 票　 　   6 6 6 票

候 補 者 別 得 票 数 （ 得 票 順 ）
当 選 竹 内  幹 郎 1 0 , 8 5 6 票

高 見  省 次   8 , 1 9 8 票
瀧 谷  宗 宏   1 , 8 8 8 票

当 日 有 権 者 数 　 2 8 , 3 5 3 人
市 長 選 市 議 選

投 票 者 数 2 1 , 6 0 9 人 2 1 , 6 0 7 人
棄 権 者 数   6 , 7 4 4 人   6 , 7 4 6 人
投 票 率 7 6 . 2 1 ％ 7 6 . 2 1 ％

※少数点は按
あんぶん

分票
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さあ、共に志を抱き、ふるさとの未来を作っていきましょう

教育の充実をはじめ、高齢の方も障が
いのある方も子育て世代も安心して暮
らせる地域づくりに取り組みます。

持続可能な体制をめざして、さらなる行財政改革
を進めながらも行政サービスの向上に努め、多
様な主体による共助杜会づくりを推進します。

道路交通網、公共交通機関の整備充実、
併せて自然環境の保全と活用を図りなが
ら、安心・安全な暮らしができるまちづ
くりに努め定住促進を進めていきます。

・NPOやボランティア活動・まちづくり活動の応援
・文化・芸能の保全と観光振興
・愛着の持てるまちづくりの推進
・子ども子育て支援制度の推進
・子どもの学習意欲の増進

・学校の耐震化・幼保一体化・認可保育園との協働
・教育施設の整備
・子育て支援の充実
・高齢者や障がい者を地域全体で支える取り組み
・人間力を高めるための学校教育・生涯学習の推進

４ 市民との協働

５ 教育・福祉の充実

・公共交通の維持支援　　
・効果的な道路計画と改良補修の実施
・循環型環境社会の推進
・自主防災組織の結成・運営支援
・定住と雇用の促進

３ 定住・交流促進

※５月 12 日　宇陀市議会臨時議会において、副市長の選任が同意されました。
　副市長の紹介についてはＰ 26 をご覧ください。



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

子
育
て
・
保
健

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

広報 うだ　2014年6月号7

農林商工業の活性化に向けた取り組みを行うと共に、観
光と地場産業を一体のものとして産業振興を図っていき
ます。

健康づくりの推進と並行して医療体制の
充実を図りながら健幸長寿なまちをめざ
します。

　少子高齢化・過疎化に起因する厳しい状況の中、誰もが誇れる故郷
の礎を築くには、市民のみなさんの主体的な協働・参画が不可欠です。
そして行政とは、こうした市民活動をしっかりと支え、頼りにされる
組織であるべきだと考えます。
　いま市民のみなさんのご理解ご尽力のもと、まちづくり協議会や自
主防災組織などの自主組織が設立され「市民が主役のまちづくり」の
第一歩が始まりました。私たちは限られた財政の中であっても、「夢あ
る明日へ羽ばたくまちづくり予算」という夢のもてる予算の基本方針
を立て、元気な宇陀市を創造していきます。 　　－竹内 幹郎－

更なる改革に向かって

・資源の活用と都市とのコラボレーション
・農業の６次産業化の推進
・特産品のブランド化、インターネットによる販売の促進
・企業との連携や誘致・市内企業の活性化
・記紀万葉をはじめ、歴史遺産を活かしたまちづくり事業の推進

・市民総参加の健康づくり
・健康増進のための環境づくり
　→歩きたくなる環境づくり・農作業に親しめる環境づくり
・健康を守る医療体制づくり
　→市立病院の充実
　→福祉・医療・介護の連携による地域包括システムの構築
　→特定健診や特定保健指導の推進

of UDA CITY

NEXT VISION

1 地域振興

２ ウェルネスシティ
※ 「ウェルネスシティ」では、
「健康」+「幸福」の造語
で「健幸」という言葉を使
用しています。
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議会だより

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

当
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
市

民
の
皆
様
と
共
に
、
安
心
・
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
姿
勢
と
し

て
、
人
口
の
減
少
、
福
祉
や
子
育

て
支
援
、
教
育
の
充
実
、
環
境
へ

の
対
応
な
ど
、
直
面
し
て
い
る
課

題
に
全
議
員
の
力
を
結
集
し
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
議
会
改
革
を
推
し
進
め
る
と

と
も
に
、
市
民
全
体
の
福
祉
向
上

や
地
域
社
会
の
活
性
化
の
実
現
に

向
け
積
極
的
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
市
議
会
活
動
に
よ
り
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ら
16
名
の
議
員
定
数
で
議
会
運
営

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成

25
年
12
月
定
例
会
に
て
、
宇
陀
市

の
行
財
政
事
情
を
か
ん
が
み
、
議

会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
市
政
の

チ
ェ
ッ
ク
役
と
し
て
厳
し
い
改
革

を
迫
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
議
員

自
ら
厳
し
い
政
治
姿
勢
で
臨
む
と

い
う
認
識
の
も
と
、
適
切
な
議
員

定
数
は
14
名
と
す
る
条
例
改
正
を

行
い
、
議
員
定
数
を
２
名
削
減
し

て
今
期
か
ら
14
名
の
新
議
会
体
制

で
議
会
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
、
地
方
分
権
に
よ
り
国
か

ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲
が
進
め
ら

れ
、
地
方
自
治
体
の
自
主
性
及
び

自
立
性
を
十
分
発
揮
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
宇

陀
市
民
の
代
表
と
し
て
の
意
思
決

定
機
関
で
あ
る
市
議
会
が
果
た
す

べ
き
役
割
と
責
任
は
、
今
後
ま
す

  

就
任
の
ご
挨
拶
　

　

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
季
節
と
な

り
、
皆
さ
ま
方
に
は
、
ま
す
ま
す

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
素
は
議
会
活
動
に
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
宇
陀
市
議
会
議
員

の
一
般
選
挙
後
の
臨
時
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
私
ど
も
が
、
議
長
並
び

に
副
議
長
の
要
職
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
同
時

に
、
そ
の
責
任
は
極
め
て
重
大
で

あ
り
、
市
政
の
推
進
と
議
会
の
円

滑
な
運
営
に
最
善
の
努
力
を
尽
く

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

宇
陀
市
議
会
は
、
平
成
22
年
か

井谷憲司　副議長

多田與四朗　議長

第
１
回
臨
時
議
会

　

議
長
に
多
田
與
四
朗 

氏
、
副
議
長
に
井
谷
憲
司 

氏
が
就
任

　

５
月
12
日
、
改
選
後
初
と
な
る

臨
時
議
会
を
開
催
し
、
役
員
の
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
こ
の
体
制
で
、
宇
陀
市
議

会
の
運
営
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

議
　
長　
　
多
田
與
四
朗　
　

副
議
長　
　
井
谷
憲
司　
　

監
査
委
員　
上
田　
德

■
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
　
勝
井
太
郎　

副
委
員
長　
西
浦
正
哲

委
　
員　
菊
岡
千
秋　
上
田　
德

　
　
　
　
山
本
繁
博　
山
本
新
悟

■
常
任
委
員
会

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

委
員
長　
　
山
本
新
悟　

副
委
員
長　
菊
岡
千
秋

委　
員　
山
本
裕
樹　
廣
澤
孝
英

　
　
　
　
西
岡
宏
泰　
上
田　
德

　
　
　
　
多
田
與
四
朗

【
福
祉
産
業
常
任
委
員
会
】

委
員
長　
　
山
本
繁
博　

副
委
員
長　
勝
井
太
郎

委　
員　
松
浦
利
久
子　
西
浦
正
哲

　　
　
　
宮
下
公
一　
八
木
勝
光

　　
　
　
井
谷
憲
司

■
特
別
委
員
会

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

委
員
長　
　
勝
井
太
郎　

副
委
員
長　
山
本
裕
樹

委　
員　
松
浦
利
久
子　
西
岡
宏
泰

　　
　
　
西
浦
正
哲　
宮
下
公
一

　　
　
　
井
谷
憲
司　
山
本
繁
博

【
予
算
審
査
特
別
委
員
会
】

委
員
長　
　
宮
下
公
一　

副
委
員
長　
八
木
勝
光

委　
員　
山
本
裕
樹　
廣
澤
孝
英

　　
　
　
松
浦
利
久
子　
西
岡
宏
泰

　　
　
　
菊
岡
千
秋　
勝
井
太
郎

■
各
種
機
関
の
役
員

【
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
議
会
議
員
】

　
　
　
　
廣
澤
孝
英　
宮
下
公
一

　
　
　
　
菊
岡
千
秋　
八
木
勝
光

　
　
　
　
上
田　
德

　【
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合

　
議
会
議
員
】

　
　
　
　
山
本
裕
樹　
西
岡
宏
泰

　
　
　
　
西
浦
正
哲　
宮
下
公
一

　
　
　
　
菊
岡
千
秋　
勝
井
太
郎

　
　
　
　
井
谷
憲
司　
山
本
新
悟

【
東
宇
陀
環
境
衛
生
組
合

　
議
会
議
員
】

　　
　
　
松
浦
利
久
子　
勝
井
太
郎

　　
　
　
上
田　
德　
多
田
與
四
朗

　【
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　
議
会
議
員
】

　
　
　
　
西
浦
正
哲
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議会だより

審
議
し
た
案
件
と
主
な
内
容

　
予
算
関
係

平
成
25
年
度
補
正
予
算

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
宇
陀
市
民
や

宇
陀
市
ゆ
か
り
の
方
々
か
ら
の
寄
付
金

を
、
次
年
度
以
降
の
事
業
の
財
源
と
す

る
た
め
関
係
基
金
に
積
立
す
る
ほ
か
、

平
成
25
年
度
の
各
事
業
費
の
確
定
見
込

み
及
び
執
行
経
費
の
節
減
効
果
に
伴
う

補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
８
，
６
６
９
千
円
を
減
額
し
、
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
１
８
，
９
３
７
，
３
２
２
千
円
と
し

ま
し
た
。

■�

宇
陀
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
貸
付
金
の
回

収
を
行
っ
て
い
る
奈
良
県
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
金
回
収
管
理
組
合
が
資
金
の

借
り
受
け
人
の
破
産
な
ど
に
よ
っ
て
回

収
不
能
と
判
断
し
た
回
収
不
能
額
の
４

分
の
３
を
県
補
助
金
と
し
て
受
け
入

れ
、
残
り
の
４
分
の
１
を
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
て
精
算
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
は
そ
れ
ぞ
れ
５
，

９
９
７
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の

歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ

４
０
７
，
２
５
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

■�

宇
陀
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）　　
　

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
の
経
済
対

策
の
た
め
の
補
正
予
算
を
受
け
て
、
松

井
簡
易
水
道
・
田
原
簡
易
水
道
施
設
整

備
工
事
の
増
額
な
ど
を
行
う
も
の
で

す
。

　

歳
入
歳
出
は
そ
れ
ぞ
れ
５
９
，

８
１
０
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の

歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ

８
０
０
，
２
０
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

■�

宇
陀
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
の
経
済

対
策
の
た
め
の
補
正
予
算
を
受
け
て
、

５
ヶ
年
で
計
画
し
て
い
た
榛
原
天
満
台

地
区
の
管
路
更
生
工
事
を
１
年
前
倒
し

し
て
実
施
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
増
額

お
よ
び
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
移
設
工

事
が
不
要
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
額

を
行
う
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
は
そ
れ
ぞ
れ
７
，

６
２
８
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の

歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ

９
０
１
，
３
７
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

■�

宇
陀
市
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
の
経
済
対

策
の
た
め
の
補
正
予
算
を
受
け
て
、
事

業
中
の
水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業
の

増
額
を
行
い
、
併
せ
て
本
年
度
の
建
設

改
良
工
事
等
に
か
か
る
執
行
予
算
の
精

算
を
行
う
も
の
で
す
。

　

補
正
後
の
資
本
的
収
入
の
予
定
額
は

１
６
６
，
２
０
４
千
円
、
資
本
的
支

出
の
予
定
額
は
２
６
８
，
４
３
９
千
円

と
な
り
、
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的

支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
１
０
２
，

２
３
５
千
円
は
、
当
年
度
分
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
及

び
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補

填
す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
26
年
度
当
初
予
算

　

平
成
26
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
予
算
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の

歳
入
歳
出
予
算
の
審
議
を
行
う
た
め
、

３
月
13
・
14
日
の
２
日
間
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
（
８
名
の
委
員
構
成
）
を

開
催
し
て
審
議
し
ま
し
た
。
３
月
24
日

の
本
会
議
で
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
に
よ
る
審
査
結
果
の
報
告
の

後
、
平
成
26
年
度
各
会
計
予
算
に
つ
い

て
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
人
事
関
係

　

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
の
委

員
と
し
て
選
任
（
再
任
）
さ
れ
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　
寺
澤 

亮
一 

氏
（
菟
田
野
岩
﨑
）

　
　
岡
本 

憲
明 

氏
（
大
宇
陀
藤
井
）

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
松
井 

利
文 

氏
（
大
宇
陀
五
津
）

■
監
査
委
員
の
選
任

　
　
籠
谷 

順
司 

氏
（
榛
原
萩
原
）

■
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

　
　
源
内 

幸
親 

氏
（
菟
田
野
上
芳
野
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
池
内 

鈴
子 

氏
（
室
生
砥
取
）

　
選
挙
関
係

　

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
指
名
推
薦

を
行
い
、
次
の
方
々
を
当
選
人
と
し
ま

し
た
。

■
青
葉
山
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

　
　
山
根 

三
千
雄 

氏
（
室
生
上
笠
間
）

　
　
福
田 

和
巳 　
氏
（
室
生
上
笠
間
）

　
　
松
村 

正
治 　
氏
（
室
生
上
笠
間
）

　
　
田
幡 

久
晴 　
氏
（
室
生
下
笠
間
）

　
　
小
久
保 

貞
光 

氏
（
室
生
下
笠
間
）

　
　
好
村 

豊
司 　
氏
（
室
生
下
笠
間
）

■
宇
陀
市
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

　
　
松
久
保 

康
吉 

氏
（
大
宇
陀
大
東
）

　
　
梅
岡 

あ
や
子 

氏
（
菟
田
野
稲
戸
）

　
　
森
田 
哲
爾 　
氏
（
榛
原
諸
木
野
）

　
　
森
井 
一
成 　
氏
（
室
生
無
山
）

　

平
成
26
年
第
1
回
定
例
会
は
、

３
月
４
日
か
ら
24
日
ま
で
の
21

日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年

度
当
初
予
算
、
平
成
25
年
度
の
各

会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
及

び
一
部
改
正
、
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
、
人
事
な
ど
の
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で

の
審
議
の
結
果
、
提
出
さ
れ
た
議

案
が
概
ね
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■�

宇
陀
市
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の

選
挙

　
　
前
野 

博　

 

氏
（
榛
原
下
井
足
）

　
　
神
明 

悦
子 

氏
（
菟
田
野
東
郷
）

　
　
中
尾 

佐
代 

氏
（
室
生
深
野
）

　
　
高
尾 

晃 　
氏
（
大
宇
陀
上
片
岡
）

　
条
例
改
正
な
ど

■�

宇
陀
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

市
、
住
民
等
が
相
互
に
協
力
し
な
が

ら
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域

社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
、
ま
ち
づ
く

り
の
主
体
、
基
本
理
念
、
市
の
役
割
、

住
民
の
役
割
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等

に
つ
い
て
条
例
を
定
め
ま
し
た
。

■�

宇
陀
市
の
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

宇
陀
市
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の
給
料
月

額
の
減
額
率
を
市
長
の
任
期
終
了
に
伴

い
、
就
任
前
の
減
額
率
に
戻
す
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

■�

宇
陀
市
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
宇
陀
市
職
員
の
特

殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
（
田
口・

東
里
）
に
医
師
を
常
駐
さ
せ
る
た
め
、

給
与
条
例
及
び
特
殊
勤
務
手
当
条
例
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。
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議会だより
■�
宇
陀
市
社
会
教
育
委
員
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
条
例
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、「
学

校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
関
係
者
、
家

庭
教
育
の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
う

者
並
び
に
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち

か
ら
宇
陀
市
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す

る
。」
を
加
え
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■�

宇
陀
市
道
路
占
用
料
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

国
の
道
路
占
用
料
の
改
定
に
よ
り
所

在
地
区
分
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■�

宇
陀
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
「
地
方
公
営
企
業
法
」
の
一
部
改
正

に
伴
い
、「
み
な
し
償
却
制
度
」
が
平

成
26
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
と
な

る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

■�

宇
陀
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

条
例
の
退
職
報
償
金
支
払
額
の
引
き

上
げ
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■�

宇
陀
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

市
議
会
議
員
の
定
数
が
14
名
に
な
る

こ
と
に
伴
い
、
現
在
の
３
常
任
委
員
会

か
ら
総
務
文
教
常
任
委
員
会
及
び
福
祉

産
業
常
任
委
員
会
の
２
常
任
委
員
会
に

し
、
両
委
員
会
と
も
委
員
定
数
を
７
名

と
す
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

�

意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て

　

次
の
意
見
書
を
採
択
し
、
関
係
機
関

へ
提
出
し
ま
し
た
。

・
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医

療
費
の
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

次
の
決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

・「
奈
良
県
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
！

中
間
駅
の
早
期
決
定
を
求
め
る
決
議
」

　
そ　
の　
他

■�
宇
陀
市
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　

宇
陀
市
集
会
所
条
例
の
46
施
設
の
内

38
施
設
の
管
理
を
地
元
自
治
会
等
に
指

定
、
宇
陀
市
松
山
地
区
ま
ち
な
み
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
管
理
を
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ふ
る
さ
と
を
考
え
る
会
に
指
定
お
よ

び
宇
陀
市
農
産
物
直
売
所
（
榛
原
に
ぎ

わ
い
市
場
）
の
管
理
を
榛
原
農
産
物
直

売
所
活
性
化
協
議
会
に
指
定
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

　
一　
般　
質　
問

　

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回
答
の
趣

旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

Ｑ�

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
期
待
す

る
住
み
よ
い
地
域
創
造
に
つ
い

て
Ａ

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

地
域
活
力
の
低
下
へ
の
懸
念
と

と
も
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中

で
、
市
民
の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
、
行

政
だ
け
で
は
前
に
進
ま
な
い
課
題
も
多

く
な
っ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、
市
民
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
及
び

市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
に
基
づ
い

た
協
働
と
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
践
し
、
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
に

は
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
つ

く
る
と
い
う
共
通
理
念
の
も
と
活
動
し

て
も
ら
い
、
市
と
し
て
も
設
立
、
活
動

に
対
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立

が
進
み
、
13
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

設
立
さ
れ
て
お
り
、
市
民
が
積
極
的
に

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
。
今
、
芽
生
え
は
じ
め
た

住
民
自
治
意
識
を
一
過
性
の
も
の
に
終

わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
次
世
代
へ
と
継

承
し
て
い
け
る
よ
う
今
後
も
設
立
と
活

動
支
援
に
取
り
組
み
、
住
み
よ
い
宇
陀

市
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ
災
害
時
、
孤
立
し
た
集
落
へ
の

対
応
に
つ
い
て

Ａ
災
害
時
に
孤
立
す
る
可
能
性
の

あ
る
集
落
に
つ
い
て
は
、
内
閣

府
に
よ
る
調
査
条
件
に
当
て
は
め
る
と

宇
陀
市
内
で
37
集
落
が
想
定
さ
れ
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
た
場
合
に
お
け

る
孤
立
集
落
と
の
通
信
手
段
は
、
防
災

行
政
無
線
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

し
か
し
、
既
存
の
設
備
で
は
地
域
に

よ
っ
て
は
双
方
向
の
通
信
が
確
保
で
き

な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
平
成
26
年

度
か
ら
防
災
行
政
無
線
設
備
の
更
新
事

業
を
計
画
し
て
お
り
、
無
線
通
信
設
備

の
設
置
に
よ
り
孤
立
集
落
等
と
の
双
方

向
通
信
手
段
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
非
常
時
に
お
け
る
情
報
伝
達

手
段
は
う
だ
チ
ャ
ン
11
を
中
心
に
活
用

し
、
市
長
自
ら
が
放
送
に
て
「
避
難
指

示
、
避
難
勧
告
」
を
発
令
す
る
体
制
と

設
備
を
整
え
て
い
る
の
で
、
う
だ
チ
ャ

ン
11
か
ら
の
情
報
に
注
目
い
た
だ
き
た

い
。

　

提
案
の
バ
イ
ク
部
隊
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
及
び
人
材
の

育
成
、
訓
練
等
に
相
応
の
時
間
と
経
費

負
担
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
事

態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
奈
良
県
警

や
自
衛
隊
の
バ
イ
ク
部
隊
に
派
遣
要
請

を
行
い
対
応
し
た
い
。

Ｑ
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
事
業
の
推

進
に
つ
い
て

Ａ
が
ん
検
診
の
う
ち
子
宮
頸
が

ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
三

つ
の
検
診
は
検
診
推
進
事
業
と
い
う
こ

と
で
、
５
歳
ご
と
の
一
定
の
対
象
年
齢

の
方
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
て
お

り
、
市
で
は
受
診
率
が
２・
７
％
か
ら

６・
２
％
に
増
加
し
て
い
る
。

　

国
で
は
、
こ
の
制
度
を
平
成
26
年
度

か
ら
一
部
変
更
し
、
受
診
さ
れ
な
か
っ

た
方
を
対
象
に
受
診
を
勧
奨
す
る
コ
ー

ル
・
リ
コ
ー
ル
事
業
を
実
施
す
る
が
、

市
に
お
い
て
も
受
診
勧
奨
は
特
定
健
診

な
ど
に
合
わ
せ
た
形
で
行
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
、
平
成
26
年
度
も
従
来
ど
お
り

５
歳
ご
と
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
事
業
も
継

続
す
る
方
向
で
あ
る
。

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
を
目
指
す
市
と

し
て
は
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
上
げ
、

が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
に
よ
り
、
市
民
の
健
康

維
持
ま
た
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
消
防
団
に
つ
い
て

Ａ
消
防
団
員
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地

域
社
会
に
お
け
る
消
防
・
防
災

活
動
に
、
献
身
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

「
地
域
は
地
域
で
守
る
」
と
い
う
精
神

の
も
と
、
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
社
会

の
隅
々
ま
で
精
通
し
、
郷
土
愛
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
を
も
っ
て
結
束
さ
れ
た

消
防
団
は
、
ま
さ
に
地
域
防
災
の
要
と

い
え
る
。

　

こ
の
消
防
団
員
の
活
動
中
の
身
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
幹
部
団
員

の
指
揮
能
力
向
上
と
安
全
管
理
や
退
避

判
断
に
特
化
し
た
研
修
・
訓
練
の
実
施

に
つ
い
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
団
員

の
処
遇
の
改
善
や
装
備
の
充
実
強
化
に

つ
い
て
消
防
団
幹
部
と
協
議
し
な
が
ら

積
極
的
に
取
り
組
み
、
活
動
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
提
案
の
毎
年
１
月
17
日
に
行

わ
れ
て
い
る
出
初
式
を
休
日
に
実
施
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
幹
部
と

協
議
し
て
必
要
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ�

地
域
公
共
交
通
の
現
状
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
（
榛
原
・
天

満
台
ネ
オ
ポ
リ
ス
路
線
の
存
廃

を
含
む
）

Ａ
奈
良
交
通
か
ら
奈
良
県
地
域
交

通
改
善
協
議
会
に
対
し
て
、
赤

字
路
線
で
平
成
26
年
10
月
以
降
も
運
行
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議会だより
を
必
要
と
す
る
路
線
に
対
し
て
の
運
行

欠
損
補
て
ん
の
要
望
が
あ
り
、
宇
陀
市

で
は
、
奥
宇
陀
・
大
宇
陀
・
古
市
場
・

榛
原
東
吉
野
・
都
祁
榛
原
・
桜
井
菟
田

野
線
の
６
路
線
７
系
統
が
対
象
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
７
系
統
は
、
い
く
ら
か
の

減
便
は
生
じ
る
が
、
奈
良
交
通
の
経
営

の
合
理
化
を
受
け
入
れ
な
が
ら
運
行
損

を
負
担
し
て
い
く
。

　

榛
原
ネ
オ
ポ
リ
ス
線
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
５
月
に
奈
良
交
通
よ
り
路
線

確
保
に
向
け
た
運
行
欠
損
補
助
の
申
し

入
れ
が
あ
り
、
補
助
が
な
い
場
合
は
、

平
成
26
年
の
春
か
ら
段
階
的
に
減
便
を

行
い
、
平
成
29
年
春
を
も
っ
て
撤
退
す

る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
路
線
な
く
し
て
は
天

満
台
地
域
の
移
動
手
段
が
な
く
な
る
こ

と
か
ら
、
減
便
を
含
め
た
奈
良
交
通
の

経
営
の
合
理
化
を
受
け
入
れ
な
が
ら
運

行
損
を
負
担
し
て
い
く
と
い
う
大
ま
か

な
筋
で
現
在
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
協

議
内
容
に
つ
い
て
は
、
朝
夕
の
便
は
ほ

と
ん
ど
減
便
せ
ず
に
日
中
の
減
便
を
協

議
内
容
と
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

Ｑ
宇
陀
市
の
財
政
課
題
と
取
り
組

み
の
方
針
の
将
来
像
に
つ
い
て

Ａ
ほ
か
の
団
体
と
比
較
し
て
、
職

員
数
の
多
さ
、
起
債
償
還
の
多

さ
に
指
数
的
な
問
題
が
あ
る
と
デ
ー
タ

的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
税
収
が

少
な
い
宇
陀
市
に
お
い
て
は
、
歳
出
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

こ
の
う
ち
起
債
償
還
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
借
り
入
れ
た
も
の
は
返
済
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
新
た
な
借
り

入
れ
を
抑
制
す
る
方
策
を
と
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
効
果
が
表
れ
る
の
は
、

今
後
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

対
し
て
職
員
数
な
ど
の
人
件
費
は
、

給
与
の
引
き
下
げ
策
や
早
期
退
職
を
募

る
こ
と
に
よ
り
、
即
効
性
が
あ
っ
た
。

人
件
費
は
毎
年
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、

団
体
間
比
較
で
は
職
員
数
が
多
く
、
人

件
費
総
額
は
多
い
状
況
に
あ
る
。
今
後

も
職
員
の
削
減
を
優
先
し
、
普
通
建
設

事
業
を
抑
制
、
起
債
を
減
ら
し
て
い
く

が
、
宇
陀
市
の
将
来
に
向
け
て
必
要
な

事
業
は
行
い
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
宇
陀
市
子
育
て
支
援
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

Ａ
子
育
て
支
援
の
問
題
は
、
宇
陀

市
の
大
き
な
行
政
課
題
で
あ

り
、
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
子
ど
も
の

た
め
の
施
策
を
常
日
ご
ろ
考
え
て
い

る
。

　

中
学
生
以
下
の
入
院
医
療
費
の
無
料

化
や
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
制
度
化
、
発
達

障
が
い
が
あ
る
児
童
教
室
の
こ
あ
ら
教

室
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、

そ
し
て
子
ど
も
支
援
課
の
設
置
な
ど
、

子
ど
も
の
未
来
を
創
造
す
る
施
策
を
一

つ
ず
つ
進
め
て
い
て
い
る
。　

　

そ
の
よ
う
な
中
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
特
集
で

放
送
さ
れ
た
よ
う
に
、
宇
陀
市
が
乳

幼
児
健
診
や
ウ
ッ
ピ
ー
商
品
券
を
利
用

し
、
虐
待
の
未
然
防
止
対
策
を
講
じ
な

が
ら
、
所
在
不
明
乳
幼
児
が
ゼ
ロ
と
う

い
う
成
果
を
あ
げ
て
い
る
市
と
し
て
、

よ
い
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
宇
陀
市
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
は
、
独
自
の
政
策
も
講

じ
、
子
育
て
世
代
の
働
く
女
性
の
支
援

の
充
実
等
、
必
要
な
方
に
必
要
な
支
援

が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
宇
陀
市
消
防
団
の
団
員
確
保
に

つ
い
て

Ａ
少
子
高
齢
化
に
伴
う
消
防
団
員

の
適
正
年
齢
層
の
減
少
に
よ

り
、
平
成
25
年
度
で
は
１
０
５
８
名
と

合
併
時
か
ら
は
、
十
数
％
消
防
団
員
が

減
少
し
て
い
る
。

　

市
で
は
、
団
員
確
保
の
た
め
に
勧
誘

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
出
初
式
や
火
災
予

防
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
消
防
団
活
動
の
紹

介
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
及
び
う

だ
チ
ャ
ン
11
で
放
映
な
ど
行
っ
て
い
る

が
、
新
入
団
員
よ
り
退
団
者
の
数
が
上

回
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

今
後
も
継
続
し
て
勧
誘
活
動
や
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
、
若
い
方
々
に
一
人
で
も

多
く
入
団
し
て
も
ら
え
る
よ
う
消
防
団

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て

Ａ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
新
し

い
情
報
機
器
を
使
っ
て
、
例
え

ば
道
路
・
公
園
の
破
損
箇
所
の
情
報
を
、

住
民
と
行
政
が
情
報
を
共
有
し
て
課
題

に
取
り
組
む
な
ど
、
市
民
と
協
働
で
き

る
新
し
い
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
、
現
在

宇
陀
市
で
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
運
用
し
て
い
る

が
、
今
後
他
地
域
の
先
進
事
例
も
参
考

に
し
、
新
し
い
形
で
の
市
民
協
働
の
仕

組
み
が
宇
陀
市
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う

な
方
法
が
相
応
し
い
か
検
討
し
、
実
証

実
験
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
行
政
が
持
っ
て
い
る
情
報
を

企
業
、
団
体
等
が
デ
ー
タ
を
二
次
利
用

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て
は
、
市
側
が
一
方
的
に

デ
ー
タ
を
公
開
す
る
よ
り
も
、
企
業
、

団
体
等
が
必
要
と
し
て
い
る
デ
ー
タ
を

公
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
じ
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
的
確
に
つ

か
ん
だ
う
え
で
、
共
同
事
業
が
で
き
る

も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
判
断
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
宇
陀
市
立
病
院
に
つ
い
て

Ａ
市
立
病
院
の
経
営
形
態
に
つ
い

て
、
自
治
体
病
院
は
、
地
域
の

公
的
な
基
幹
病
院
と
し
て
、
小
児
医
療
、

救
急
医
療
な
ど
の
不
採
算
部
門
や
高
度

検
査
機
器
を
備
え
た
高
度
医
療
へ
の
対

応
、
地
域
医
療
の
確
保
な
ど
、
民
間
で

は
採
算
性
を
確
保
す
る
上
で
困
難
な
医

療
を
担
っ
て
い
る
。　

　

し
か
し
、
国
の
医
療
費
削
減
政
策
や

新
医
師
臨
床
研
修
制
度
に
よ
る
医
師
の

都
市
部
へ
の
偏
在
な
ど
に
よ
る
医
師
不

足
に
よ
り
、
自
治
体
病
院
の
経
営
環
境

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

多
く
の
自
治
体
病
院
が
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
除
く
と
赤
字
と
い
う

状
況
を
踏
ま
え
て
、
国
は
、
経
営
の
見

直
し
の
視
点
に
立
っ
た
経
営
改
善
を
推

進
す
る
こ
と
と
な
り
、
公
営
企
業
法
の

一
部
適
用
か
ら
全
部
適
用
に
移
行
し
、

改
善
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
自
治
体

病
院
も
あ
る
。

　

現
在
、
市
立
病
院
で
も
経
営
形
態
に

関
し
て
議
論
を
し
て
い
る
が
、
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
経
営
形
態
で
あ
っ
て
も
持
続
可
能
な

安
定
し
た
経
営
基
盤
を
構
築
し
な
け
れ

ば
安
定
的
な
医
療
提
供
は
で
き
な
い
と

思
っ
て
お
り
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

改
善
を
進
め
る
中
で
経
営
形
態
の
見
直

し
が
必
要
で
あ
れ
ば
見
直
し
も
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
宇
陀
市
が
推
進
す
る
６
次
産
業

化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ａ
６
次
産
業
化
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
加
工
・
製
品
化
し

た
宇
陀
市
産
農
作
物
に
付
加
価
値
を
つ

け
て
、
ど
の
よ
う
に
売
る
の
か
、
ま
た

販
売
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
し
ぼ
り
、
ど
れ
ぐ

ら
い
の
量
を
作
っ
て
適
正
価
格
を
設
定

す
る
の
か
が
重
要
だ
と
思
う
。

　

す
で
に
製
品
化
さ
れ
て
い
る
専
門

メ
ー
カ
ー
は
、
商
品
リ
サ
ー
チ
や
質
、

宣
伝
ま
で
も
が
群
を
抜
い
て
い
る
が
、

メ
ー
カ
ー
と
は
同
じ
土
俵
で
は
な
く
、

逆
に
大
手
メ
ー
カ
ー
に
は
で
き
な
い
コ

ア
な
客
層
を
狙
う
商
品
開
発
、
高
く
て

も
納
得
の
い
く
商
品
、
安
心
・
安
全
が

担
保
さ
れ
る
商
品
、
産
地
が
見
て
と
れ

る
商
品
、
歴
史
を
感
じ
る
商
品
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
付
加
価
値
を
つ
け
て
い
く

地
道
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
た
め
に
も
、
材
料
の
安
定
供

給
は
絶
対
的
な
必
須
事
項
で
あ
り
、
安

全
な
農
作
物
を
安
定
し
て
供
給
で
き
る

た
め
の
技
術
、
体
制
づ
く
り
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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❶
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

　
　
活
動
を
応
援
し
ま
す

～
地
域
づ
く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
！
～

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
運
営
や
取
り
組

み
に
向
け
た
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
活

動
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
「
地
域
づ
く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
、
市
役
所
ま
ち
づ
く

り
支
援
課
に
配
置
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
設
立
ま
で
は
、
設
立
の
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
事
務
な
ど
を
行
い
、
協
議

会
設
立
後
は
当
分
の
間
、
事
務
局
を
担
い

様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
協

議
会
の
活
動
を
側
面
か
ら
支
援
し
ま
す
。

地 域 名  称 自 治 会 名 設立年月日

大宇陀
地域

おおうだ南部まち協 宮奥、下宮奥、関戸、大東 H25/5/26

大宇陀政始まち協 岩清水、調子、塚脇、藤井、才ヶ辻、守道、
山口、白鳥居、上品、下品、和田、小和田 H25/12/22

本郷まち協 本郷 H25/12/15

菟田野
地域 菟田野まち協

古市場、岩㟢、別所、平井、見田、大澤、大神、
松井、稲戸、駒帰、佐倉、宇賀志、東郷、入谷、
下芳野、上芳野、岩端

H25/9/15

榛原
地域

榛原地域まち協

小鹿野、西峠、墨坂、新吉田、福田、上町、
東町、稲荷、新町、宮本、菟田川、駅前、
新駅前、口田辺、高萩台、鳥見町、富士見
ケ丘、小鹿台、角柄、柳、あかね台（1 ～ 2）、
桜が丘、榛見が丘（1 ～ 2）

H26/2/22

東榛原まち協
戒場、山辺三、額井、赤瀬、長峯、五月ケ丘、
福地、天満台西（1 ～ 4）、天満台東（1 ～ 4）、
ひのき坂（1 ～ 3）、玉立

H25/4/20

内牧まち協 内牧、八滝、諸木野、赤埴（甲・乙）、高井、
自明、檜牧（甲・乙）、荷阪 H26/1/19

室生
地域

向渕地区まち協 向渕、向渕奥山 H26/3/9

三本松まち協 三本松（古大野・元三・琴引・中村・長瀬）H26/2/22
多田地区まち協 無山、多田、染田 H26/2/16
笠間地区まち協 小原、上笠間、下笠間、深野 H25/4/8

田口地区まち協 黒岩、田口弁財天、田口元上田口、田口元
角川、下田口原山、下田口胎中 H26/1/19

室生地区まち協 室生（下出・荷之出・管間出・西出・広垣内）H25/4/13
                  ※表記中の名称は、表のみやすさを優先するため『まち協』と省略させていただきました。

No.24　
　

宇
陀
市
内
の
ま
ち
づ
く
り　
　

　
　
協
議
会
の
設
立
状
況

　

現
在
、
宇
陀
市
内
の
20
地
域
で
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
26
年
５

月
1
日
現
在
で
13
地
域
で
設
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
各
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
で
、
地
域
の
個
性
を
生
か

し
た
事
業
や
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
組
織
を
形
成
し
、「
生
き
生
き
と

し
た
地
域
」を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、ま
だ
設
立
さ
れ
て
い
な
い
、

地
域
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
や
地
域

団
体
な
ど
に
、
呼
び
か
け
設
立
に
向

け
て
勧
め
て
い
き
ま
す
。



薬
草
逍
遥（
や
く
そ
う
し
ょ
う
よ
う
）

毎
回「
薬
草
」に
関
わ
る
内
容
を
連
載
で
お
届
け
す
る

コ
ラ
ム
で
す
。

み
ん
な
の
手
で
ま
ち
づ
く
り
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〜
甘あ
ま
ち
ゃ茶
の
魅
力
〜

臨時福祉給付金

大宇陀　フォトコンテスト
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❷�

大
宇
陀
の
え
え
と
こ
、

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

～
大
宇
陀
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
開
催
～

　

お
お
う
だ
南
部
地
域
・
本
郷
・
大
宇
陀

政
始
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、『
大
宇
陀

の
え
え
と
こ
、
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
?
』

と
題
し
、
地
域
間
の
連
携
と
地
域
資
源
の

掘
り
起
こ
し
を
目
的
に
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
協
同
志

の
共
同
事
業
は
今
回
が
初
め
て
で
、
今
後

も
市
内
各
地
へ
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
ま

す
。　
　

　

各
ま
ち
協
で
は
「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
と
い
う
考
え
の
も

と
、
万
葉
の
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き

　

現
在
、
当
市
で
試
験
栽
培
を
行
っ
て
い
る
甘

茶
を
紹
介
し
ま
す
。

　

甘
茶
（
あ
ま
ち
ゃ
）
は
、
園
芸
植
物
で
あ
る

紫
陽
花
（
ア
ジ
サ
イ
）
の
近
縁
種
で
、
梅
雨
時

に
は
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
甘
茶
の
魅
力

は
鑑
賞
価
値
だ
け
で
な
く
、
若
い
生
葉
を
発
酵

さ
せ
て
、
お
茶
に
煎
じ
る
事
が
で
き
ま
す
。
そ

の
甘
さ
は
砂
糖
の
２
０
０
倍
～
１
０
０
０
倍
と

も
言
わ
れ
、
と
ろ
ん
と
し
た
甘
み
の
あ
る
さ
っ

ぱ
り
し
た
口
当
た
り
で
、
糖
分
は
ゼ
ロ
、
カ
ロ

リ
ー
も
な
く
、
カ
フ
ェ
イ
ン
も
含
ま
れ
な
い
た

め
健
康
と
美
容
の
お
茶
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
糖
尿
病
患
者
の
甘
味
料
の
エ
キ

ス
に
も
使
わ
れ
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
作
用
や
歯
周

病
予
防
の
効
果
が
日
本
薬
局
方
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
灌
仏
会
（
か
ん
ぶ
つ
え
）
や
花
祭
り

と
呼
ば
れ
る
釈
迦
（
し
ゃ
か
）
の
誕
生
日
で
あ

る
四
月
八
日
（
地
域
に
よ
り
時
期
が
変
わ
り
ま

す
）
に
、
花
御
堂
（
は
な
み
ど
う
）
に
安
置
し

た
釈
迦
像
に
甘
茶
を
注
ぎ
礼
拝
す
る
法
会
が
各

地
寺
院
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
風
景
や
町
の
歴
史
、
人
々
の
息
づ
か
い
、

四
季
折
々
の
自
然
な
ど
、
大
宇
陀
の
魅
力

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
地
域
ぐ
る
み
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
応
募
条
件
】平
成
26
年
3
月
1
日
以
降
に
、

大
宇
陀
地
域
の
各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
区
域
を
は
じ
め
大
宇
陀
地
域
内
で
撮

影
さ
れ
た
写
真

【
応
募
締
切
】
平
成
27
年
2
月
28
日
必
着

【
応
募
先
】
〒
６
３
３
‐
２
１
６
６

　
宇
陀
市
大
宇
陀
迫
間
25　
大
宇
陀
地
域　

　
事
務
所
内
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局
宛

【
表
彰
】　
平
成
27
年
3
月
下
旬
に
発
表

　
優
秀
作
品
に
は
グ
ラ
ン
プ
リ
1
名
・
準
グ

　
ラ
ン
プ
リ
2
名
の
ほ
か
、
各
ま
ち
協
か
ら

　
表
彰
と
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

甘茶の花

　

地
域
づ
く
り
を
担
当

し
て
２
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
も
市
民
の

み
な
さ
ん
が
、「
住
ん
で

良
か
っ
た
」「
わ
く
わ
く

感
が
も
て
る
」
そ
の
よ

う
な
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

三み
さ
き﨑 

善よ
し
じ司
さ
ん

安や
す
だ田 

智と
も
こ子
さ
ん

　

私
は
、
自
分
の
生
ま

れ
育
っ
た
宇
陀
市
が
大

好
き
で
す
。

　

み
な
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
、
住
ん
で
良
か
っ

た
、「
こ
こ
に
住
み
た
い

ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
、

全
力
で
頑
張
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
大
宇
陀
地
域
事
務
所

（
☎
83
・
２
２
５
１
）

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

（
☎
82
・
３
９
１
０
）
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通学路の交通安全対策として
榛原あかね台「ゾーン 30」　
運用開始式を開催 ４月 15 日

　榛原あかね台周辺の通学路が「ゾーン 30」の交通規
制区域となりました。「ゾーン 30」とは区域内を歩行者・
自転車を優先する生活道路として最高速度を 30㎞ /h
に規制することです。これまで地域では自治会・PTA
が主体となって教育委員会や市、警察署と協議し、今
回の運用にいたりました。この取り組みは市内で初め
てで、今後の広がりが期待されます。

春の叙勲　おめでとうございます
　松本さん（榛原萩原）は、昭和
38 年から 38 年間、教育一筋に勤
められました。
　菟田野中学校、榛原小学校、東
榛原小学校、国立曽爾少年自然の
家、三本松小学校、大王小学校な
どで勤務されました。
　平成 13 年に榛原小学校校長を
最後に退職されました。その間、「子
らとともに」をモットーに、学校
教育・社会教育など広い視野で子
どもたちの育成に尽力されました。
　その後、市内幼・保育園での読
みきかせ、里山のホタルやササユ
リの保護増殖に取り組んでおられ
ます。

　美登路さん（菟田野平井）は、
昭和 63 年１月から平成 16 年８
月までの間、菟田野町収入役とし
て、行政運営にご尽力されました。
　氏は、昭和 33 年から 62 年ま
で菟田野町職員として勤務、豊富
な行政経験を活かし、公金の安全
で適切な保管・運用を図るなど健
全で公正な行財政運営にご尽力さ
れました。
　特に、支出目的根拠や必要性に
は厳しい目をもって審査にあたら
れ、各部署に対する的確な指示に
より会計事務の効率化を図られま
した。

　藤本さん（榛原天満台西４）は、
昭和 36 年から 42 年間の長きにわ
たり大阪府警察に勤務されました。
　主に、刑事部捜査第三課すり犯
捜査係において、犯罪の予防、犯
人検挙に貢献されるなど地域の安
全と平穏を守るため日々ご尽力さ
れました。平成７年に、警察庁指
定広域技能指導官（警察人間国宝）
として指定、現場での指導育成、
伝統の継承に努められました。
　平成 15 年、大阪府警察本部を
退職されました。

　太田さん（榛原天満台西１）は、
昭和 37 年から 41 年間の長きに
わたり大阪府警察に勤務されまし
た。
　主に、警備部門では、雑踏・祭
礼等の警戒警備や外事・警備事件
の捜査活動に貢献されました。
　また、総務・警務部門では、監
査・監察関連の業務に従事し、市
民に信頼される警察活動を、適切
かつ効果的に推進するためご尽力
されました。
　平成 15 年、第一方面本部を最
後に退職されました。

瑞宝双光章
（地方自治功労）

美登路喬さん
（元菟田野町収入役）

瑞宝双光章
（警察功労）

太田大二さん
（元大阪府警視）

瑞宝双光章
（教育功労）

松本守正さん
（元公立小学校長）

瑞宝双光章
（警察功労）

藤本孝雄さん
（元大阪府警視）

第 22回青丹会展入賞
【委員の部】
　奨励賞：中村由絵（榛原）

【会員の部】
　特　選：桑原智子（室生）
　佳　作：岡田貞子（大宇陀）、西浦知子（榛原）

（敬称略）
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人権思想の普及にご尽力
人権擁護委員法務大臣表彰を受賞
 4 月 24 日

　人権擁護委員の竹田浩人さん（菟田野平井）と、北森芳
昌さん（室生三本松）が法務大臣表彰を受賞されました。
　人権擁護委員として、竹田さんは９年間、北森さんは６
年間、人権相談や啓発活
動に尽力され、市内の各
施設にて人権教室を実施
するなど、人権思想の普
及に努められ、この度の
受賞となりました。

『3 年 7 組食物調理科』
須藤靖貴 著
出版：講談社

　県立新居山総合技術高校食物調理科、通
称「ショクチョウ」。３年７組の３０人は料
理の道を志している。怒るとコワイ小梅先
生と、調理に明け暮れる毎日を過ごす高校
生たちの、熱くて美味しくてほろ苦いクッ
キング・ストーリー。　（中央図書館所蔵）

6 月の休館日　3・10・17・24
中央図書館　☎ 82 － 4749・IP 88 － 9110
大宇陀図書館　☎ 83 － 0977( 代）

おはなし会やその他のお知らせは P22

 中央図書館玄関の“今月の３つ星”で
も紹介させていただいた、『防災ピク
ニックが子どもを守る！』という本に
ついて。
　災害時のサバイバル術を楽しく学ぶ
ための本。著者が MAMA-PLUS と言う
のもいい。体験談がぎっしり詰まった
お得な一冊。
　宇陀市のハザードマップや避難所を
確認し、いざという時、どこにいても
ここに家族が集まるんだよって決めて
おく。迷わず行動できることって大事
ですよね。
　子どもに伝えたい“生きる力”この
本を読んで、あなたもできることから
始めてみませんか？

 『池上彰のこれだけは
知っておきたい！消費
税のしくみ１～３』
池上　彰 監修 　　
出版：ポプラ社

　消費税について知っておくべきことをく
わしく、やさしくまとめたシリーズ。1 は、
内税・外税など、消費税のしくみを紹介。
消費税をしっかり理解できるよう、そもそ
も税金とは何か、についても考える。

（中央図書館所蔵） 

「花いっぱい　優しさいっぱい　夢いっぱい」の学校づくり
榛原中学校から花の寄贈
 4 月 24 日
　榛原中学校（全校生徒 420 人）では、毎年、生徒会を中
心にたくさんの花を育て、校舎を彩っています。
　今年も普段お世話になっている地域の方々へ感謝の気持
ちを伝えようと、市役所や市立病院などにプランターを寄
贈いただきました。代表の方は「私たちの作った花で、少
しでも心を和やかにしていただいたら。また、通院されて
いる方、入院されている方、病院で働いておられる方々の
心を少しでも癒やすことができたら幸いです。」と話されま
し た。 生 徒 の み
なさんの真心に
感謝します。

子どもたちの健やかな成長を願って
右近こどもまつり開催
 4 月 29 日
　伊那佐体育館で、「右近こどもまつり」が開催されました。
　45 年も続いているこのまつりは、キリシタン大名だった
高山右近をしのぶとともに、子どもたちの健やかな成長を
願って毎年行われています。
　倭太鼓「榛（はる）」の演奏を聞いた後、参加者はミニゲー
ムなどをして楽しみました。
　また、地元有志
の方々による物産
展も行れ、多くの
人でにぎわいまし
た。



　現代社会において核家族化やＩＴ化が進み、人と
コミュニケ－ションをとることが苦手な人が多い中、
看護師は全て人との交わりの中で仕事をしています。
私は、日頃から「専門職の看護師である前にまずは、
当たり前のことが、当たり前にできる社会人である
ことが最も大切です。」と伝えています。そして「挨
拶が笑顔でできる」「決められたことが決められた方
法でできる」「自己の健康管理ができること」これは、
どこの社会でも当たり前のことだと話しています。
　看護の看は「手・目」の文字でできています。手
で患者様に触れ肌で感じ取り、目でしっかりと観察
をする。自分自身の五感を最大限に使って、24時間
365 日患者様の回復に寄り添い護り、手当を施すこ
とが看護の基本であると、私は考えています。
　先輩看護師から言い伝えられた「看護は観察から」
簡単な言葉に聞こえますが、患者様にどれだけ向き
合えているか、どれだけ患者様を知っているか、(生
まれてから現在までを、自宅での生活を )このことを
知った上で、専門職の目で患者様を観察し行動を読
み取り、各々に合った方法で回復へ導いていく。看
護職は、人が命を授かった時からその人らしく終焉

を迎えるまで、全てにおいて携わることのできる職
業であり、一番身近に関わることのできる仕事であ
ると思っています。
　病院という社会の中で、患者さんにとって最も良
い結果を得るために、多職種がチームを作り、各々
の専門職が個別の関係を蓄積して成果を生む取り組
みもすでに始めています。看護師として当たり前の
ことですが「看護師さんが辛い時に声をかけてくれ
て気持ちが落ち着いた。」「何もいわずにそばにいて
くれて安心できた。本当にありがとう。」など、患者
さんから頂いた言葉は私達のエネルギーの源となり、
励み、誇りにもなっています。
　市民の方と触れ合うことができることに感謝し「和
顔愛語」で優しさと思いやりの心を持ち続け、専門
職として患者様に寄添った看護ができますよう、引
き続き指導をしていきたい
と思います。
　　　　　看護部長
　　　　　　西岡　令子

看護部のご紹介
（患者様の気持ちになって）

 今 回 は 、 宇 陀 市 立 病 院 の 看 護 部 長  西 岡 令 子
氏 に 看 護 師 と し て の 患 者 様 に 接 す る 心 構 え に
つ い て お 聞 き し ま し た 。

　2014年6月号 16

4 月に新しく常勤医師となった先生を
紹介します

佐
さ と う

藤 公
まさとし

俊　医師
資格：日本内科学会認定内科医

先生より一言：昨年 4月より非常勤医師として勤務してい
ましたが、今年４月から宇陀市立病院の内科に常勤医師
として勤務することになりました佐藤です。引き続き地
域の医療に貢献できるように頑張りますので、よろしく
お願いします。

診療日：佐藤医師の外来診察は毎週月・水曜日です。

○非常勤医師（消化器内科・呼吸器内科）
　報酬：年俸制、1100万～ 1700万円（税込）
　　　　※指導医・専門医等優遇します（要相談）。
　手当：�各種手当は年俸に含まれています（退職金はあり

ません）。
　業務内容：外来診療・病棟管理・当直業務
　経験：卒後５年以上　勤務日数：週４～５日
　当直：月３～４回
　休日：�土・日曜日、祝日、年末年始（12／ 29～１／３）
　待遇： 有給休暇、各種保険完備、学会参加費補助、院内保育（昼間）
　提出書類：�履歴書、医師免許の写し、保険医登録票の写し

○理学療法士（正職員）３名
　対象者：�昭和 54 年４月２日以降に生まれ、理学療法士

の資格を有する人
　採用試験：小論文・面接　試験日：後日連絡します
　提出書類：履歴書、資格証明書の写し

○作業療法士（正職員）1名
　対象者：�昭和 54 年４月２日以降に生まれ、作業療法士

の資格を有する人
　採用試験：小論文・面接　試験日：後日連絡します
　提出書類：履歴書、資格証明書の写し

○診療放射線技師（パート）1 名も募集中です。
★問い合わせ・申し込み：市立病院経営企画課へ
　（土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５時）

■内科からのおしらせ ■市立病院職員募集（随時採用）

【6 月の予定】
� 5 日（木）�低血糖、足のケア、体調が悪くなった時
　　　　　（シックデイ）の対応について　�（第６回）

【時間】午後１時 30分～　【開催場所】北館２階栄養指導室

■糖尿病教室のご案内



「健康都市
ウェルネスシティ宇陀市構想」

体を動かして健康な体をつくろう

　2009 年に世界保健機関（ＷＨО）が
発表した世界の死亡につながる危険因子
によると、1 位「高血圧」、2 位「喫煙」、
3 位「高血糖、4 位「運動不足」、5 位「肥
満」、6 位「高コレステロール」となって
います。（右図参照）

　この危険因子に大きく関係しているの
が運動不足です。
　運動は、「高血圧」「高血糖」「肥満」「高
コレステロール」に効果があるため、「運
動不足」を改善すれば、大半の危険因子が
解消されることにつながります。
　厚生労働省は、平成 25 年度に「健康づ
くりのための身体活動基準 2013」を策
定しました。
　それによると、週２日以上は 30 分の運
動をすることを加え、生活中で毎日 60 分
程度は歩くなど体を動かすことを勧めてい
ます。
● �65 歳以上の方の場合…家事などの軽度
な活動を１日 40 分する。

　ウェルネスシティ構想では、積極的に健康づくりを実施する方を応援
するために『健康ポイント事業』を始めました。（50 ポイント貯めて応
募すると、参加賞や抽選で記念品が当たります。）
　この健康ポイント事業の５ポイント事業（１回参加すると５ポイント）
として、運動教室を開催しています。
　これからの運動習慣づくりに、ぜひご参加ください。

● �65 歳未満の方の場合…歩く程度の運動
を１日 60 分＋息がはずみ汗をかくくら
いの運動を週 60 分実施する。

　ことを基準にしています。
　 運 動 効 果 は、60 分 続 け て 歩 い て も、
15 分を４回に分けて歩いても、あまり差
が出ないとも言われています。
　生活の中での活動と運動習慣を組み合
わせ、十分に体を動かすことは、生活習
慣病の予防改善につながるだけでなく、
気分転換やストレスの解消にもつながり
ます。

問 い 合 わ せ：健康増進課（☎ 82・3692/ I P ☎ 88・9087）

参 加 し て 5 ポ イ ン ト ！◆健康ポイント対象事業講座一覧◆
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教室名 場所 対象 申込先
大人のための運動教室

（エアロ）（ピラティス） アクアグリーン榛原 20歳以上 アクアグリーン榛原
（☎ 82・8200）

メンズ貯筋 室生福祉保健交流センター
あきののゆ

40～ 69歳
男性

室生福祉保健交流センター
（☎ 92・5220）

レッドコードエクササイズ アクアグリーン榛原 65歳以上
（介護認定を受けてい

ない人）

介護福祉課
（☎ 82・3675）温泉エクササイズ・あきの あきののゆマシンエクササイズ・あきの
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☆
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
（
申
込
不
要
）

　
子
育
て
を
し
て
い
る
家
族
が
、
自
由
に

遊
べ
る
よ
う
に
施
設
を
開
放
。

【
対
象
】
市
内
在
住
お
よ
び
里
帰
り
の
就

学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

【
日
時
】
月
～
金
曜
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）
午
前
9
時
～
午
後
4
時

☆
お
話
の
日
（
毎
週
火
曜
日
）

♪
リ
ズ
ム
の
日
（
毎
週
木
曜
日
）

　
健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象
の
事
業
に
な
り
ま

す
。
ウ
ッ
ピ
ー
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募

し
ま
し
ょ
う
。

※
ど
ち
ら
も
時
間
は
、
午
前
11
時
～
11
時

30
分
で
す
。

☆
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
（
申
込
不
要
）

　
公
共
施
設
な
ど
で
遊
び
や
交
流
の
場
を

提
供
。

【
対
象
】
市
内
在
住
お
よ
び
里
帰
り
の
未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者

【
日
時
】
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
毎
週
水
曜
日
）

【
持
ち
物
】
水
筒
、
帽
子

☆
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
（
親
子
ふ
れ
あ
い

事
業
）（
申
込
不
要
）

【
対
象
】
市
内
在
住
の
就
学
前
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

【
日
時
】
6
月
23
日
（
月
）

　
午
後
2
時
15
分
～
（
1
時
間
程
度
）

【
場
所
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

【
内
容
】「
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
」

☆
ミ
ニ
誕
生
会
（
申
込
不
要
）

　

４
月
～
６
月
生
ま
れ
の
お
友
達
の
誕
生

会
を
し
ま
す
。

　
誕
生
日
を
迎
え
た
お
子
さ
ま
も
、
お
祝

い
を
し
て
く
だ
さ
る
お
子
さ
ま
も
大
歓
迎

で
す
。

　

み
ん
な
で
誕
生
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

【
日
時
】
６
月
23
日
（
月
）
午
前
11
時
～

11
時
30
分

【
場
所
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

す
こ

や
か
ル
ー
ム

【
持
ち
物
】
誕
生
日
が
わ
か
る
も
の
（
母

子
健
康
手
帳
な
ど
）

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
84
・
９
９
２
５
）

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

が
6
月
以
降
も
引
き
続
い
て
児
童
手
当
を

受
給
す
る
た
め
に
、「
児
童
手
当
現
況
届
」

の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
5
月
末
頃
に
現
況
届
用
紙

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
子
ど
も
支
援
課
ま

た
は
大
宇
陀
・
菟
田
野
・
室
生
地
域
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】６
月
２
日（
月
）～
30
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

【
必
要
な
も
の
】

○
現
況
届
用
紙

○
認
印

○
健
康
保
険
証
（
受
給
者
本
人
の
も
の
）

の
写
し
⇓
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加

入
者
の
み
必
要
で
す
。
宇
陀
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
や
年
金
未
加
入
者
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
別
居
監
護
申
立
書
（
児
童
と
別
居
し
て

い
る
場
合
に
必
要
）
⇓
受
給
者
が
養
育

す
る
18
歳
ま
で
の
児
童
が
市
外
に
居
住

し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
を
含
む
世
帯

全
員
の
住
民
票
（
本
籍
・
続
柄
の
記
載

が
あ
る
も
の
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
で
宇
陀
市
に

住
民
票
が
な
か
っ
た
人
は
、
平
成
26
年

度
（
平
成
25
年
分
）
の
課
税
証
明
書
を

前
住
所
地
で
取
得
し
て
、
現
況
届
と
併

せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
6
月
・
10
月
・
2
月
の
そ
れ
ぞ
れ
15
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
、
そ

の
前
の
平
日
）
に
、
各
月
の
前
月
分
ま

で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
申
請
先
＆
問
合
せ
先
】

子
ど
も
支
援
課

　
（
☎
82
・
２
２
３
６
／
IP
☎
88
・
９
０
８
０
）

大
宇
陀
地
域
事
務
所

　
（
☎
83
・
２
２
５
１
／
IP
☎
88
・
９
１
９
５
）

菟
田
野
地
域
事
務
所

　
（
☎
84
・
2
５
２
１
／
IP
☎
88
・
９
１
８
８
）

室
生
地
域
事
務
所

　
（
☎
92
・
２
０
０
１
／
IP
☎
88
・
９
１
８
２
）

児
童
手
当
現
況
届
を

　
　
　
　
　
　
提
出
し
て
く
だ
さ
い

たまひよサロン参加者募集
　子育て中の親子・妊娠中のママが参加できるお
楽しみ交流会です。ぜひご参加ください。

【対象】平成 26 年 1 月～ 3 月生まれの乳児と保護
者・妊娠中の方

【日時】6 月 16 日（月）午前 10 時～正午
【場所】子育て支援センター（菟田野保健センター）
【内容】子育ての情報交換、妊娠中のママと先輩マ

マの交流会
【持ち物】母子健康手帳
問室生福祉保健交流センター
　（☎ 92・５２２０／ IP ☎ 88・９１７５）
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子育て支援センター☎84・9925

♪♪

♪
＝お話の日

保健センター事業の
ため開放中止

◆未就園児交流会支援
（榛原幼稚園）

△なかよしひろば
◆未就園児交流会支援
（大宇陀幼児園）
●ミニ誕生会

お話の日

リズムの日
(健康ポイント事業）

♪ リズムの日
(健康ポイント事業）

★つどいのひろば
（大宇陀幼児園）

◆未就園児交流会支援
（榛原東幼稚園）

◆未就園児交流会支援
（室生こども園）

♪♪ リズムの日
(健康ポイント事業）

◆未就園児交流会支援
（榛原西幼稚園）

★つどいのひろば
（室生子ども園）

★つどいのひろば
（榛原北保育園）
★つどいのひろば

★つどいのひろば
（ぬく森の郷）

◎0歳児合同親子教室
（予備日：20日）

※家児相談日

※保健師・家児相談日

子育て講演会
(健康ポイント事業）
「体うきうき　心ワクワク
親子で楽しくリトミック」

お話の日

お話の日

※家児相談日

※家児相談日

＝リズムの日

＝相談日※

2 3 4 5 6  

9 10 11 12 13  

16 17 18 19 20

23 24 25 26 27 

30

◎1歳児合同親子教室
（予備日：10日）

全国一斉「子どもの人権 110番」
（無料・秘密厳守）

　いじめ・体罰・不登校・児童虐待など、
子どもの人権に関わる問題全般について
相談に応じます。

【日時】
○ 6 月 23 日（月）～ 27 日（金）
　午前 8 時 30 分～午後 7 時
○ 6 月 28 日（土）・29 日（日）
　午前 10 時～午後 5 時

【電話】0120・007・110（フリーダイヤル）
※携帯電話・ＰＨＳ使用可（ＩＰ電話使

用不可）
【対象】県内在住の児童・生徒及びその保

護者
【相談員】人権擁護委員及び奈良地方法務

局人権擁護課職員
問奈良地方法務局人権擁護課
　（☎ 0742・23・5457）

　　　　　　子育て講演会(リトミック)を
　　　　　　　　開催！！　<申込不要>

　　お子さんと一緒にリズムに合わ
　せて体を動かしませんか。
【日時】６月 26 日（木）
〈講演会〉午前 10 時～ 11 時
　　　　〈受付〉午前９時 30 分～

【場所】市総合体育館
【演題】「体ウキウキ　心ワクワク　親子で楽しいリ

トミック」
【講師】勝井由紀先生（リトミック講師）
【持ち物】上靴（親子共）、下靴を入れる袋、お茶
　※動きやすい服装でお越しください。

　問子育て支援センター（☎ 84・9925）
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市民のみなさんの健康に役立つ情報をお届けします

予防接種と乳幼児検診を行っています。下表をご覧の上、受診してください。

お申し込み・お問い合わせは…室生福祉保健センター ☎92-5220/IP☎ 88-9175

対象地域 内容 実施日 対象者 場所 受付時間

対象地域 内容 実施日 対象者 場所 受付時間

全地域

大宇陀・菟田野

予防接種説明会 9（月）

25（水）

平成26年4 月生まれの
児の保護者

平成 26 年 1 月～2 月
生まれの児

室生福祉保健
交流センター

室生福祉保健
交流センター

大宇陀保健センター

午前１０時
開始

午後1時～
1 時50分

榛原・室生
4 ～ 5 か月児健康診査

平成 25 年 7 月～8 月
生まれの児10 ～ 11 か月児健康診査

17（火）
平成 25 年 7 月～8 月

生まれの児10 ～ 11 か月児健康診査

平成 26 年 1 月～2 月
生まれの児４～ 5 か月児健康診査

　妊婦が風しんに感染すると、胎児
に心疾患をはじめとした先天性風し
ん症候群の発生が懸念されます。
　そこで、妊婦の感染を防ぐため、

本年度も風しん予防接種の助成を行います。
【対象】市内在住の平成 8 年 4 月 1 日以前生まれ

の方で　①妊娠を予定または希望する女性　②
妊娠している女性の夫　③妊娠している女性の
同居家族

※妊娠中の女性、麻しん風しん混合ワクチン（MR）
または単独の風しんワクチンを２回接種してい
る人、風しんにかかったことのある人は助成の
対象外です。

【実施方法】接種できる医療機関において一旦全額
自己負担で接種を受け、接種後に必要書類を添
えて申請してください。（後日補助金として助成）

【助成額】風しんワクチン接種者：4,000 円
　麻しん風しん（MR）ワクチン接種者：6,000 円

（医療機関での接種費用が助成額を下回る場合は
その金額が上限です。）※補助は一人 1 回限り。

【必要書類】・領収書及び接種を受けたことを証明
できる書類（領収書に接種日と接種ワクチンの
表示のあるもの、接種済証、予診票の写しなど）

・住所と年齢を確認できるもの
・子（胎児）の母子健康手帳（妊婦の夫または家

族の場合）・印かん（朱肉を使用するもの）
・振込先口座のわかるもの（申請者本人名義に限る）
【申請場所及び問合せ先】
健康増進課（☎ 82・3692 ／ IP ☎ 88・9087）
室生福祉保健交流センター

【対象】市内在住の 65 歳以上の独り暮らし及び
65 歳以上の高齢者世帯の方（続けて参加できる方）

【日時・場所】■室生福祉保健交流センター
① 6 月 24 日（ 火 ） ② 7 月 24 日（ 木 ） ③ 9 月
30 日（火）④ 10 月 31 日（金）
■大宇陀保健センター　① 6 月 27 日（金）② 7
月 31 日（木）③ 9 月 19 日（金）④ 10 月 16 日

（木）※時間は、午前 10 時～午後 1 時。
【持ち物】エプロン・三角きん・筆記用具、手ふき　
【参加費】１回 300 円（材料費）
【定員】各 20 名程度（男性の方もご参加ください）
【申し込み】6 月 10 日（火）まで

はつらつ料理教室参加者募集

風しん予防接種の助成脳健幸（のうけんこう）教室
【健康ポイント対象事業】
　「脳健幸教室」は、認知症
やその予防の秘訣について、

お話や体験を通して学ぶ教室です。
【日程・場所】（いずれかにご参加ください。）
6 月 10 日（火）室生福祉保健交流センター
6 月 30 日（月）榛原総合センター
※大宇陀地域は９月、菟田野地域は 11 月（開催予定）

【時間】午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
【講師】横井賀津志先生（作業療法士）
【内容】認知症予防の秘訣と脳いきいきトレーニ

ング
※講話後、タオル体操をしますので、動きやすい服

装でお越しください。
【持ち物】タオル、水分
【申し込み】各日程の 1 週間前まで
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ぬ
く
も
り
サ
ロ
ン（室

生
地
域
）

【
日
時
】
6
月
13
日
（
金
）・
20
日

（
金
）・
27
日
（
金
）

　
午
前
11
時
～
午
後
3
時
30
分

【
場
所
】
室
生
福
祉
保
健
交
流
セ

ン
タ
ー

【
内
容
】「
踊
る
利
華
会
」
鑑

賞
、
手
芸
（
カ
ラ
フ
ル
ア
ー
ム

バ
ー
）、
工
房
（
竹
細
工
）

【
対
象
】
65
歳
以
上
で
介
護
保
険

の
認
定
に
な
っ
て
い
な
い
方

【
持
ち
物
】
老
眼
鏡
、
裁
縫
道
具

な
か
ま
会

【
日
時
】
6
月
9
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

【
場
所
】
榛
原
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
ゲ
ー
ム
を
楽
し
も
う
、

情
報
交
換

【
対
象
】
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
る
統
合
失
調
症
の
方

「
健
康
相
談
日
の
お
知
ら
せ
」

【
相
談
日
時
】
6
月
５
日
（
木
）・
18

日
（
水
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

【
場
所
】
大
宇
陀
保
健
セ
ン
タ
ー

問
室
生
福
祉
保
健
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
92
・
５
２
２
０
／
IP
☎
88
・
９
１
７
５
）

　

市
内
の
恵
ま
れ
た
緑
あ
ふ
れ
る

自
然
環
境
を
守
り
、
環
境
美
化
へ

の
意
識
の
向
上
と
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
次
の
日
程
の

と
お
り
お
こ
な
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
実
施
地
域
・
実
施
日
】

　
菟
田
野
地
域　
６
月
１
日
（
日
）

　
大
宇
陀
地
域　
６
月
８
日
（
日
）

　
室
生
地
域　
　
６
月
15
日
（
日
）

　
榛
原
地
域　
　
６
月
22
日
（
日
）

問
環
境
対
策
課

（
☎
82
・
２
２
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
８
）

※
広
報
う
だ
５
月
号
に
お
い
て
、

室
生
・
榛
原
地
域
の
実
施
日
の

記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
訂
正
し
、
深
く
お
詫
び

し
ま
す
。

平
成
26
年
度
課
税
か
ら
実
施

住
民
税
の
主
な
制
度
改
正
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
均
等
割
の
特
例

　

県
、
市
町
村
が
緊
急
に
実
施
す

る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
要
す
る

費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま

で
の
各
年
度
の
市
・
県
民
税
均
等

割
額
に
復
興
特
別
税
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
５
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

６
月
は
環
境
月
間

市
内
統
一
環
境
美
化
運
動

「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」

■
寄
付
金
控
除
の
変
更

【
控
除
対
象
と
な
る
寄
付
金
の
範
囲
】

○
地
方
公
共
団
体
（
都
道
府
県
、

市
区
町
村
）
へ
の
寄
付
金

○
日
本
赤
十
字
社
奈
良
支
部
及
び

奈
良
県
共
同
募
金
会
へ
の
募
金

○
東
日
本
大
震
災
に
係
る
義
援
金

○
奈
良
県
税
条
例
及
び
宇
陀
市
税

条
例
に
定
め
る
公
益
法
人
等
へ

の
寄
付
金
（
※
追
加
）

【
控
除
対
象
と
な
る
寄
付
金
額
】

　

２
，
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分

【
計
算
方
法
】

①
基
本
控
除
額

（
寄
付
金
‐
２
，
０
０
０
円
）
×
10
％

②
特
例
控
除
額

（
寄
付
金
‐
２
，
０
０
０
円
）
×

（
90
％
‐
所
得
税
の
限
界
税
率
×

１・
０
２
１
）

↓
復
興
特
別
所
得
税
率
（
2.1
％
）

を
乗
じ
て
得
た
率
を
加
算（
※
変
更
）

　

①
と
②
の
合
計
額
を
税
額
控
除

（
②
は
住
民
税
所
得
割
額
の
1
割
が

上
限
）。
た
だ
し
、
②
は
都
道
府
県

お
よ
び
市
区
町
村
へ
の
寄
付
金
、

東
日
本
大
震
災
に
係
る
義
援
金
の

み
適
用
。

問
税
務
課

（
☎
82
・
１
３
０
６
／
IP
☎
88
・
９
０
７
２
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期

間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る

方
へ

追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
納
付
）・
若
年
者
納

付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り

も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保

険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け

ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
さ
れ

る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
追
納
す
る
場
合
に
は
、

先
に
経
過
し
た
月
の
分
か
ら
順
次

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

問
日
本
年
金
機
構 

桜
井
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
４
４
・
42
・
０
０
３
３
）

均 等 割 改 正 前 改 正 後

市 民 税 3 , 0 0 0 円 3 , 5 0 0 円

県 民 税 1 , 5 0 0 円 2 , 0 0 0 円

合 計 4 , 5 0 0 円 5 , 5 0 0 円

※ 県 民 税 均 等 割 に は 森 林 環 境 　
　 税 ( 5 0 0 円 ) を 含 み ま す 。
　 ( 平 成 2 7 年 度 末 ま で )
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緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
を
ご
活

用
く
だ
さ
い

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
等
に
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
機
器
を
貸
与
す
る
も
の
で
す
。

　

体
調
が
急
変
し
た
と
き
な
ど
緊

急
時
に
装
置
の
非
常
（
緊
急
）
ボ

タ
ン
を
押
す
と
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
通
報
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
要

請
を
受
け
た
協
力
員
が
様
子
を
確

認
し
た
り
、
緊
急
を
要
す
る
と
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
判
断
し
た
場
合
に

は
救
急
車
の
出
動
を
要
請
す
る
と

い
っ
た
対
応
を
と
り
ま
す
。

【
機
器
使
用
料
】
月
額
５
０
０
円

【
申
込
先
】
介
護
福
祉
課
・
大
宇
陀
・

菟
田
野
・
室
生
地
域
事
務
所

問
介
護
福
祉
課

（
☎
82
・
３
６
７
５
／
IP
☎
88
・
９
０
８
８
）

県
高
齢
者
美
術
展
出
品
作
品

を
募
集

【
出
品
資
格
者
】
県
内
在
住
の
60
歳

以
上
（
平
成
27
年
４
月
1
日
現

在
）
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

【
出
品
種
目
】
日
本
画
、
洋
画
、
書
、

工
芸
、
手
芸
、
写
真

※
1
種
目
に
つ
き
一
人
2
点
ま
で

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る

【
申
込
方
法
】
申
込
書
を
6
月
27
日

（
金
）
ま
で
に
介
護
福
祉
課
へ

※
出
品
申
込
書
は
、
介
護
福
祉
課
・

大
宇
陀
・
菟
田
野
・
室
生
地
域

事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

【
出
品
手
数
料
】
１
点
１
，
０
０
０
円

【
展
示
場
所
】
奈
良
県
文
化
会
館　

展
示
室

【
展
示
期
間
】
8
月
29
日
（
金
）
～

9
月
３
日
（
水
）
午
前
9
時
～

午
後
5
時
（
9
月
１
日
は
休
館
日
）

問
介
護
福
祉
課

（
☎
82
・
３
６
７
５
／
IP
☎
88
・
９
０
８
８
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
お
よ
び
慰
霊

巡
拝
の
参
加
者
募
集

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
先
の
大
戦
で
父
親
等
を
亡
く

さ
れ
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に

戦
没
さ
れ
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

同
地
域
の
住
民
と
の
友
好
親
善
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
参
加
費
用
】
9
万
円

【
実
施
地
域
】
旧
ソ
連
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
な
ど

※
実
施
地
域
や
日
程
な
ど
詳
し
く

は
日
本
遺
族
会
事
務
局
（
☎
03
‐

３
２
６
１
‐
５
５
２
１
）
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

問
厚
生
保
護
課

（
☎
82
・
２
２
２
１
／
IP
☎
88
・
９
０
７
９
）

宇
陀
市
ぬ
く
も
り
修
学
奨
励

資
金
で
支
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
困
難
な
生
徒
に
対
し
て
修
学

奨
励
を
図
る
た
め
、
高
等
学
校
や

大
学
な
ど
に
入
学
し
た
人
に
対
し

て
入
学
支
度
金
「
ぬ
く
も
り
修
学

奨
励
資
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

○
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等

学
校
、
高
等
専
修
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、短
期
大
学
、大
学
に
、

平
成
26
年
度
に
入
学
し
た
人

○
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
人（
生

活
保
護
世
帯
は
除
く
）

○
向
学
心
に
富
み
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
む
意
欲
を
持
っ
て
い
る
人

【
支
給
金
額
】

○
高
等
学
校
、
高
等
専
修
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

  

・
・
6
万
円

○
高
等
専
門
学
校　

  

・
・
12
万
円

○
大
学
（
短
期
大
学
）・
・
12
万
円

【
申
込
方
法
】
申
請
書
に
添
付
書
類

を
添
え
て
7
月
4
日
（
金
）
ま

で
に
、
教
育
総
務
課
へ
提
出

【
添
付
書
類
】

○
各
学
校
発
行
の
在
学
証
明
書

○
平
成
26
年
度
市
民
税
非
課
税
証

明
書
（
発
行
は
6
月
10
日
か
ら
）

○
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
員
）

※
申
請
書
は
、
教
育
総
務
課
・
大

宇
陀
・
菟
田
野
・
室
生
地
域
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。

問
教
育
総
務
課

（
☎
82
・
３
９
７
３
／
IP
☎
88
・
９
２
５
９
）

中
央
公
民
館
講
座
の
受
講
生

募
集

■
入
門
講
座

「
庭
園
見
学
」「
植
木
の
剪
定
講
座
」

　
「
庭
園
見
学
」
で
日
本
庭
園
の
す

ば
ら
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、「
植
木
の
剪
定
講
座
」
で
は

講
師
よ
り
説
明
と
実
演
指
導
を
う

け
な
が
ら
、
受
講
生
に
も
植
木
の

剪
定
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
対
象
】

○
両
日
と
も
参
加
可
能
な
方

（宇陀市立中央図書館）
おはなし会（約 30分）
★すくすくひろば（０～３歳）
　6 月 11・25 日（水）
    ①10：00 ～②10：45 ～③11：30 ～　
★おはなしクラブ
　6 月14・28 日（土）
    10：30～（３～５歳）、11：15 ～（６～12 歳）
★放課後子ども教室
　6 月 4・11・18・25 日 15：30 ～
★映画会（約30分）　『ミッキーのマジカルワールド』
    6 月21 日（土）11：00 ～
（宇陀市立大宇陀図書館）
★おはなし会（約60分）
   6 月14 日（土）10：30～場所：和室（２F）
★映画会（約30分）『みつばちマーヤの冒険』  
　6 月28 日（土）10：30 ～　　  　　　場所：研修室（１F）

３回内容同じ

いずれも水曜日

緊急通報装置
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○
市
内
在
住・在
勤・在
学
の
人（
中

学
生
以
上
）

【
定
員
】
20
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

【
講
師
・
協
力
】
宇
陀
花
キ
植
木
連

絡
協
議
会

第
１
回
「
庭
園
見
学
」

【
日
時
】
７
月
６
日
（
日
）

集
合
・
出
発
：
正
午
（
各
自
お
昼

は
済
ま
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
）

解
散
：
午
後
６
時
頃

【
集
合
場
所
】
中
央
公
民
館
（
大
宇

陀
地
域
事
務
所
向
か
い
）

【
行
き
先
】慈
光
院（
大
和
郡
山
市
）・

依
水
園
（
奈
良
市
）

【
参
加
費
】
入
園
料
１
，
６
５
０
円

（
当
日
徴
収
）

＊
慈
光
院
１
，
０
０
０
円
・
依
水

園
６
５
０
円

＊
慈
光
院
の
入
園
料
に
は
抹
茶
代

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

第
２
回
「
植
木
の
剪
定
講
座
」

【
日
時
】
９
月
７
日
（
日
）

　
午
後
３
時
～
５
時
頃

＊
雨
天
等
、
悪
天
候
の
場
合

　
９
月
14
日
（
日
）
に
順
延
。

【
場
所
】
室
生
分
館
（
室
生
地
域
事

務
所
と
な
り
）

【
受
講
料
】
無
料

【
持
ち
物
】
植
木
ば
さ
み
、
帽
子
、

タ
オ
ル
、
軍
手
、
雨
具
、
飲
み

物
等

※
作
業
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
市
民
教
養
講
座

「
宇
陀
市
の
魅
力
再
発
見
」

　

市
内
に
は
古
く
か
ら
残
る
貴
重

な
財
産
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

歴
史
文
化
を
は
じ
め
、
里
山
の
自

然
風
景
や
農
林
産
業
も
大
切
な
財

産
で
す
。
ふ
る
さ
と
「
宇
陀
」
の

魅
力
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
７
月
５
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
集
合
場
所
】
総
合
体
育
館
駐
車
場

※
総
合
体
育
館
駐
車
場
か
ら
市
の

バ
ス
で
移
動
（
途
中
徒
歩
移
動

あ
り
）

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
方
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）

【
行
き
先
】
菟
田
野
方
面
（
日
張
山

青
蓮
寺
、
カ
エ
デ
の
郷
ひ
ら
ら
）

【
参
加
費
】
無
料

【
定
員
】
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

【
申
込
方
法
】
６
月
10
日
（
火
）
～　

20
日
（
金
）
に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢・電
話
番
号
を
明
記
し
、☎・

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

問
中
央
公
民
館

（
☎
83
・
０
５
５
１
／
IP
☎
88
・
９
１
８
０

／
FAX 

83
・
１
０
２
７
）

【
休
館
日
】
木
曜
日
・
祝
日

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
目
立
て
講
習
会
の
参
加

者
を
募
集

　

森
林
は
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、

土
砂
災
害
の
防
止
、
水
源
の
か
ん

養
、
保
健
休
養
の
場
の
提
供
な
ど

の
極
め
て
多
く
の
多
面
的
機
能
を

有
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
と

深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

山
林
保
育
に
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
が

必
要
で
す
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
正
し

い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
お
よ
び
目
立
て

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
方
ま

で
参
加
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
7
月
12
日
（
土
）
午
後
1

時
30
分
集
合
（
小
雨
決
行
）

【
場
所
】
宇
陀
市
森
林
組
合
（
榛
原

桧
牧
１
０
２
６
番
地
）

【
内
容
】
森
林
組
合
土
場
で
チ
ェ
ン

ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
お
よ
び

正
し
い
目
立
て
実
技
講
習

※
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
お
持
ち
の
方
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
服
装
】
作
業
し
や
す
い
服
装
で
、

手
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
参
加
費
】
無
料

【
対
象
】
宇
陀
市
・
宇
陀
郡
在
住
者

お
よ
び
関
連
の
あ
る
林
業
に
関

心
の
あ
る
方

【
定
員
】
50
名

【
申
込
方
法
】
6
月
30
日
（
月
）
ま

で
に
宇
陀
市
森
林
組
合
へ

問
宇
陀
市
森
林
組
合

（
☎
82
・
１
４
０
９
）

問
農
林
課

（
☎
82
・
３
６
７
９
／
IP
☎
88
・
９
０
９
０
）

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
お

よ
び
商
業
統
計
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
は
、

事
業
所
お
よ
び
企
業
の
経
済
活
動

の
状
態
を
調
査
し
、
す
べ
て
の
産
業

分
野
に
お
け
る
従
業
者
規
模
等
の

基
本
的
構
造
を
全
国
・
地
域
別
に

〈
記
事
は
次
頁
へ
続
き
ま
す
〉

宇陀市誕生 10周年記念事業
実行委員を募集

　平成 28 年 1 月 1 日に宇陀市は、市制施行 10 周年
を迎えます。そのため、市では宇陀市誕生 10 周年記
念事業を企画・検討するための実行委員を募集します。

【募集人員】3 名以内
【任 期】選任の日から事業終了（平成 28 年 3 月 31

日予定）まで
【応募資格】
　○市内に住所を有し、現に居住する 20 歳以上の方
　○平日に開催される委員会に出席可能な方
　○ 公募委員に選任される日において、本市の他の審

議会等の公募委員に２以上選任されていない方
【応 募方法】応募用紙に必要事項を記入のうえ、持参・

郵送・FAX・電子メールにて提出してください。
※ 応募用紙は、市役所企画課・地域事務所に設置して

あるほか、宇陀市ホームページからダウンロードす
ることができます。

【応募締切】６月 30 日（月）
【選 考方法】応募された方のご意見等を総合的に考慮

の上選考させていただきます。なお、選考結果に
つきましては、応募者全員にお知らせいたします。

【報 酬等】自主的にまちづくりに関わっていただくと
いう観点から無報酬です。

【応募先・問合せ先】
問〒 633-0292 宇陀市榛原下井足 17 番地の 3

宇陀市役所　企画財政部企画課 
（ ☎ 82・1362 ／ IP ☎ 88・9074 ／ FAX82・
3900）
電子メール　kikaku@city.uda.nara.jp/
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明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
各
種
統
計

調
査
実
施
の
た
め
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
業
統
計
調
査
で
は
、

商
業
を
営
む
事
業
所
に
つ
い
て
産

業
別
、
従
業
者
規
模
別
、
地
域
別

等
に
従
業
者
数
、
商
品
販
売
額
等

を
把
握
し
、
日
本
の
商
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
商
業
に
関
す
る

施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
事
業
所
】

　

経
済
セ
ン
サ
ス
は
市
内
全
て
の

事
業
所
を
対
象
に
、
商
業
統
計
調

査
は
市
内
全
て
の
卸
売
・
小
売
事

業
所
を
対
象
に
平
成
26
年
７
月
１

日
を
基
準
日
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

６
月
下
旬
に
調
査
員
が
訪
問
し

ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
ご
回
答
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
課

（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

営
利
活
動
で
の
宇
陀
市
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使

用
に
は
申
請
が
必
要
で
す

　

ウ
ッ
ピ
ー
、
八
っ
ぴ
ー
を
用
い

た
製
品
を
製
作
・
販
売
さ
れ
た
い

方
は
、
宇
陀
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等

使
用
申
請
書
に
販
売
価
格
・
販
売

場
所
な
ど
が
わ
か
る
企
画
書
、
製

品
見
本
な
ど
を
添
付
の
う
え
企
画

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

内
容
を
検
査
の
う
え
承
認
の
可
否

を
通
知
し
ま
す
。

　

一
般
駐
車
場
（
有
料
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
平
成
榛
原
子
供
の
も
り
公
園

（
☎
82
・
７
４
１
１
／
IP
☎
88
・
９
１
０
５
）

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た

《
４
月
30
日
付
退
職
者
》

■
主
任
級　

勝
村
浩
之
【
生
涯
学

習
課
中
央
公
民
館
】

　

参
加
費
は
、
当
日
受
付
時
に
徴

収
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】 

６
月
13
日
（
金
）
ま

で
に
☎
に
て

【
定
員
】
30
名
（
先
着
順
）

問
菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
84
・
２
０
３
１
／
IP
☎
88
・
９
１
７
９

／
FAX 

84
・
３
８
４
３
）

カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集
!!

　

専
門
指
導
員
に
よ
る
カ
ヌ
ー
教

室
で
夏
の
思
い
出
を
つ
く
ろ
う
！

【
日
時
】
７
月
19
（
土
）
～
21
日
（
祝
）・

25
（
金
）
～
27
日
（
日
）
の
６
日
間

・
午
前
の
部
：
10
時
～
11
時
30
分　

・
午
後
の
部
：
１
時
30
分
～ 

３
時

　
（
受
付
は
30
分
前
か
ら
）

【
場
所
】
平
成
榛
原
子
供
の
も
り
公

園
（
カ
ヌ
ー
発
着
場
）

【
内
容
】パ
ド
ル・水
上
で
の
カ
ヌ
ー

操
作
方
法
な
ど　

【
参
加
費
】
1
人
１
回 

１
，
２
０
０
円

【
対
象
】
小
学
３
年
生
以
上

※
小
学
５
年
生
未
満
は
保
護
者
同

伴
（
カ
ヌ
ー
に
同
乗
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
定
員
】
各
教
室　

1
人
乗
り
５
名

２
人
乗
り
10
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）　　

【
服
装
】
濡
れ
て
も
良
い
服
装
・
裸

足
不
可

【
申
込
方
法
】
６
月
８
日
（
日
）
～

平
成
榛
原
子
供
の
も
り
公
園
ま

で
☎
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

【
そ
の
他
】お
車
で
お
越
し
の
方
は
、

ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加

者
募
集

　

こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
障
が
い

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
子
ど
も
た
ち

が
、
お
互
い
理
解
と
交
流
を
深
め

「
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

【
日
時・集
合
場
所
】6
月
29
日（
日
）

※
午
前
９
時
に
菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
前
集
合
出
発
。
帰
り
は
午
後
４

時
頃
セ
ン
タ
ー
前
広
場
帰
着
予
定

【
行
き
先
】
大
阪
市
港
区
『
海
遊
館
』

※
リ
フ
ト
付
き
大
型
観
光
バ
ス
を

使
用

【
対
象
】宇
陀
市
在
住（
在
学・在
勤
）

す
る
児
童
・
生
徒
お
よ
び
保
護

者
・
活
動
を
支
援
す
る
人
。

【
参
加
費
】

・
大
人
・
高
校
生
：
３
，
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
２
，７
０
０
円
）

・
中
校
生
：
２
，
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
２
，
２
０
０
円
）

・
小
学
生
：
２
，
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
１
，７
０
０
円
）

・
幼
児
・
４
歳
以
上
：
１
，
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
９
０
０
円
）

※
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

及
び
介
護
者
の
方
は
（ 
）
内
の

金
額
で
す
。

　

当
日
障
が
い
者
手
帳
を
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
万
一
お
忘
れ
に

な
っ
た
場
合
、
参
加
費
は
年
齢
相

応
の
金
額
に
な
り
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

○
使
用
に
あ
た
っ
て
は
宇
陀
市
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
等
の

使
用
に
関
す
る
要
綱
の
規
定
を

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
承
認
期

間
は
、
承
認
日
か
ら
１
年
以
内

と
し
ま
す
。

○
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
た
製

品
に
、
商
標
登
録
・
意
匠
登
録

な
ど
著
作
物
に
関
す
る
自
己
の

権
利
を
新
た
に
設
定
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
使
用
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
使
用
を
承
認
し
た
場
合
は
、
申

請
者
の
求
め
に
応
じ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
画
像
デ
ー
タ
（jpg

、

pdf

、ai

形
式
）
を
提
供
し
ま
す
。

問
企
画
課

（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）八っぴー

ウッピー

宇
陀
市 

マ
ス
コ
ッ
ト 
使
用

文化会館だより　6 月のかぎろひホール催し（5 月 2 日現在）

日 曜日 催し物案内 主催者 時間 対象

22 日 第６回ひがしピアノ教室
Piano Concert 東　佐江子 午後 1 時 30 分～ 一般

（無料）

29 日 第 13 回　
宇陀　和太鼓祭り 宇陀和太鼓連盟 午後 1 時～ 一般

（無料）

大宇陀拾生 871（☎ 83・0977）



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

子
育
て
・
保
健

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
・
そ
の
他
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※
出
店
条
件
な
ど
は
、
事
前
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
出
店
費
用
】
１
ブ
ー
ス
（
2.7
ｍ
×

3.6
ｍ
）
あ
た
り
使
用
料

○
一
般
の
方
：　

 

５
，
０
０
０
円

○
露
店
商　
：  

３
０
，
０
０
０
円

【
申
込
期
限
】
６
月
30
日
（
月
）

■
お
手
伝
い
ス
タ
ッ
フ
募
集

【
内
容
】
運
営
準
備
お
よ
び
片
付
け
、

イ
ベ
ン
ト
補
助
、
駐
車
場
案
内

な
ど

【
応
募
資
格
】
16
歳
以
上
の
方

【
申
込
期
限
】
7
月
４
日
（
金
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

問
室
生
地
域
づ
く
り
実
行
委
員
会

事
務
局

 〈
室
生
地
域
事
務
所
内
〉

（
☎
92
・
２
０
０
１
／
IP
☎
88
・
９
１
８
１

／
FAX 

92
・
３
５
７
３
）

協賛金・模擬店出店者募集
　この夏まつりは、地域市民が中心と
なって結成された実行委員会が主催でお
こなわれます。
　市民の誰もが気軽に参加できるイベン
トとすることで、人と人とのつながりと
ふれあいの輪を広げ、これからの地域活
性化につながることを目的とされていま
す。
　みなさんのご参加ご協力をよろしくお
願いします。

室
生
か
ら
元
気
を
発
信
！

「
第
６
回　
室
生
へ 

ま
ぁ
～

よ
り
祭
」

【
開
催
日
時
】
7
月
27
日
（
日
）

　

 

午
後
5
時
～
9
時

【
場
所
】
室
生
運
動
場
（
室
生
ダ
ム

周
辺
）

■
協
賛
金
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

開
催
経
費
の
一
部
と
し
て
、
個

人
や
事
業
主
の
み
な
さ
ん
に
協
賛

金
へ
の
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

【
申
込
方
法
】
7
月
10
日
（
木
）
ま

で
に
、
実
行
委
員
会
事
務
局
へ

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
模
擬
店
出
店
者
募
集

【
出
店
資
格
】

○
市
内
の
団
体
に
限
る

○
生
も
の
の
販
売
は
不
可

使
用
料
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

【
募
集
数
】
12
ブ
ー
ス
程
度
（
予
定
）

【
主
な
出
店
条
件
】

○
ア
ル
コ
ー
ル
類
や
生
も
の
の
販

売
は
不
可
。

○
各
出
店
者
に
お
い
て
販
売
品
の

調
整
を
す
る
こ
と
。

○
会
場
準
備
及
び
清
掃
片
付
け
等

に
協
力
す
る
こ
と
。

【
申
込
期
限
】
６
月
20
日
（
金
）

■
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

【
内
容
】
企
画
運
営
、
会
場
準
備
及

び
片
付
け
、
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
、

駐
車
場
案
内
な
ど

【
応
募
資
格
】
18
歳
以
上
の
方

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

問
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

 〈
大
宇
陀
地
域
事
務
所
内
〉

（
☎
83
・
２
２
５
１
／
IP
☎
88
・
９
１
１
４
）

（E-m
ail o-chiikishim

in@
city.

uda.lg.jp

）

今
年
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い

「
第
23
回
阿
騎
野
ふ
る
さ
と

夏
ま
つ
り
」

【
開
催
日
時
】
８
月
15
日
（
金
）

　
午
後
２
時
30
分
～
９
時

【
場
所
】
大
宇
陀
ふ
れ
あ
い
交
流

ド
ー
ム
周
辺

■
協
賛
金
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

【
協
賛
金
】
１
口
：
１
，
０
０
０
円

■
模
擬
店
出
店
者
募
集

【
出
店
資
格
】
市
内
で
常
時
活
動
し

て
い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
、
団
体

（
営
利
目
的
を
除
く
）

【
出
店
費
用
】
１
ブ
ー
ス
あ
た
り
使

用
料
２
０
，０
０
０
円
。
基
本
は
、

１
ブ
ー
ス
（
約
3.6
ｍ
×
7.2
ｍ
）、

机
６
台
、
パ
イ
プ
イ
ス
８
脚

※
追
加
の
必
要
な
場
合
は
、
別
途

費
用
が
必
要
。

※
荒
天
等
に
よ
り
中
止
の
場
合
も
、

職
員
募
集

■
農
林
課

【
募
集
人
員
】
臨
時
職
員
1
名

【
職
務
内
容
】
パ
ソ
コ
ン
入
力
・
書

類
整
理
・
電
話
応
対
な
ど
の
事

務
補
助

【
勤
務
地
】
宇
陀
市
役
所
農
林
課

【
要
件
】
63
歳
ま
で
の
方
で
ワ
ー
ド

や
エ
ク
セ
ル
（
初
級
程
度
）
が

時
ま
で
（
２
交
代
制
）

【
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
）

【
時
給
】
７
４
０
円
～
７
９
０
円

【
申
込
方
法
】
６
月
16
日
（
月
）
ま

で
に
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

を
総
合
体
育
館
へ
持
参

問
総
合
体
育
館

（
☎
82
・
６
５
６
１
／
IP
☎
82
・
０
５
１
１
）

問
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

（
☎
85
・
２
５
２
５
／
IP
☎
88
・
９
０
６
５
）

■
宇
陀
市
室
内
温
水
プ
ー
ル

【
募
集
人
員
】
プ
ー
ル
監
視
員
（
臨

時
職
員
）　
若
干
名

※
高
校
生
は
不
可

【
勤
務
】
週
2
・
3
日
（
土
・
日
曜

日
含
む
）
勤
務
可
能
な
方

【
勤
務
開
始
】
７
月
１
日
（
予
定
）

【
勤
務
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
９

使
え
る
方

【
雇
用
期
間
】
７
月
１
日
（
火
）
～

12
月
26
日
（
金
）

【
勤
務
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
休
憩
時
間
１
時
間
）

【
勤
務
日
数
】
週
４
日
（
月
16
日
）

程
度

【
休
日
】
土
・
日
・
祝
日

【
時
給
】
７
８
０
円

【
選
考
方
法
】
面
接
と
パ
ソ
コ
ン
入

力
操
作
に
よ
る
選
考
（
選
考
日

は
後
日
連
絡
）

【
申
込
方
法
】
６
月
10
日
（
火
）
ま

で
に
履
歴
書
を
農
林
課
へ
提
出

問
農
林
課

（
☎
82
・
３
６
７
９
／
IP
☎
88
・
９
０
９
０
）

■
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

【
募
集
人
員
】
介
護
職
員
（
臨
時
職

員
）　

若
干
名
、
看
護
師
（
正
職

員
ま
た
は
臨
時
職
員
）
1
名

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
を
さ
ん
と
ぴ

あ
榛
原
庶
務
課
へ
提
出
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就
任
の
ご
挨
拶

　

若
葉
が
初
夏
の
日
ざ
し
に
ま
ぶ

し
く
か
が
や
く
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び
市
議
会
の
ご
同
意
を

い
た
だ
き
、
宇
陀
市
副
市
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
中
野
理
で
す
。

市
民
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
三
十
数
年
奈

良
県
職
員
と
し
て
、
人
事
、
観
光

や
地
域
振
興
な
ど
の
行
政
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
副
市

長
を
拝
命
し
た
こ
と
は
身
に
余
る

光
栄
で
あ
り
、
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
竹
内
市
長
を
補
佐
し

少
し
で
も
市
政
の
発
展
に
お
役
に

立
て
る
よ
う
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
地
方
自
治
体
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
く
、
宇

陀
市
も
例
外
で
は
な
く
過
疎
化
、

少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
将
来
的

に
大
幅
な
人
口
減
少
が
危
惧
さ
れ

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

他
方
、
市
の
財
政
状
況
は
大
変

厳
し
い
現
状
に
あ
る
た
め
、
行
財

政
改
革
を
推
進
し
な
が
ら
地
域
活

性
化
の
た
め
の
財
源
を
捻
出
し
「
後

期
基
本
計
画
」
に
掲
げ
る
重
点
政

策
で
あ
る
産
業
振
興
、
ウ
ェ
ル
ネ

ス
シ
テ
ィ
、
定
住
促
進
、
市
民
協

働
な
ど
の
各
事
業
を
積
極
的
に
展

開
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
小

さ
く
て
も
キ
ラ
ッ
と
光
る
魅
力
と

存
在
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様

方
と
の
協
働
、
連
携
が
不
可
欠
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

竹
内
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、『
高
原
の
文
化
都
市　

四
季

の
風
薫
る
宇
陀
市
』
の
実
現
を
め

ざ
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

中
な か の

野  理
おさむ

 副 市 長
　

５
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
宇
陀
市
議

会
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
副
市
長
の
選

任
が
同
意
さ
れ
、
翌
13
日
付
で
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
30
年
5
月
12
日
ま
で

の
4
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宇
陀
市
議
会

6
月
定
例
会
が
開
催※会期は 17 日間です。都合により日程が変更する場合があります。ご了承ください。

問議会事務局（☎ 82・1362 ／ IP ☎ 88・9074）

日程 開催日 開始時刻
初 日 ６ 月 1 1 日 （ 水 ）

午 前 1 0 時
～

２ 日 目 1 3 日 （ 金 ）
３ 日 目 2 3 日 （ 月 ）
４ 日 目 2 4 日 （ 火 ）
５ 日 目 2 6 日 （ 木 ）

６ 日 目 予 備 日 2 7 日 （ 金 ） 未 定

「東日本大震災」義援金の募金
についてのお礼

　 平成 23 年３月 11 日に東日本大震災が発生し、
市では義援金の募金をしていましたが、平成 26
年 3 月末をもって募金を終了させていただきまし
た。
　多くの方々にご協力をいただき、ありがとうご
ざいました。

　募金総額は、24,424,854 円となっています。
　内訳など詳しい内容については、市ホームペー
ジをご覧ください。

　問厚生保護課（☎ 82・2221 ／ IP ☎ 88・9079）

副
市
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

既存木造住宅の耐震化を
補助します

既存木造住宅の「耐震診断（無料）」と「耐震
改修補助」を希望される方を募集します。

【補助対象】　
・建築時期：昭和 56 年 5月 31 日以前に着工された住宅　

都市計画課　（☎82・5624 ／ IP☎88・9092）問

【申請期間および予定戸数】
　　6月 9日～ 11月 28日
　　　○耐震診断（予定戸数 10戸）
　　　○耐震改修補助（予定戸数 3戸）
　　先着順、定員になり次第終了します。

【詳細事項】
　詳しくは広報うだ 5月号Ｐ22、または、
市ホームページをご覧ください。市民フォー
ラム（6月 8日開催・折込チラシ参照）でも
説明します。

宇陀市 住まい 耐震

臨時福祉給付金

宇陀市 東日本 義援金

６月議会定例本会議開催中は、予定の
番組を変更して議会の模様を生中継で
放送します。
　　　　ぜひ、ご覧ください。
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人権・行政相談
［予約不要］

6 月 4 日（水）

9：00 ～ 12：00

菟田野人権交流センター
◆人権相談については
人権推進課（☎ 82・2147 ／ IP ☎ 88・9077）
◆行政相談については
総務課（☎ 82・1302 ／ IP ☎ 88・9068）

6 月 11 日（水） 室生振興センター
6 月 16 日（月） 大宇陀地域事務所
6 月 18 日（水） 宇陀市役所（212 会議室）

消費者相談窓口
［予約不要］

6 月 2 日・9 日・
16 日・23 日・30 日
（各月曜日）

13：00 ～ 16：00 宇陀市役所
（213 会議室）

商工観光課
（☎ 82・2457 ／ IP ☎ 88・9081）

税務相談センター
［要予約］ 6 月 18 日（水）

13：00 ～ 16：00
（1 人約 30 分以内）

※受付は午後 3 時 30 分まで

宇陀市役所
（213 会議室）

税務課
（☎ 82・1306 ／ IP ☎ 88・9072）

こころの健康相談
［要予約］ 6 月 17 日（火） 13：30 ～ 16：30 宇陀市役所

介護福祉課
（☎ 82・3675 ／ IP ☎ 88・9088）
室生福祉保健交流センター

（☎ 92・5220 ／ IP ☎ 88・9175）
ＤＶ相談

［要予約］ 6 月 25 日（水） 13：00 ～ 16：00
（1 人 50 分・1 日 3 人）

予約の際に
お知らせします

人権推進課
（☎ 82・2147 ／ IP ☎ 88・9077）

心配ごと相談
［予約不要］

6 月 4 日（水）
9：00 ～ 12：00

菟田野人権交流センター 大宇陀地域事務所
（☎ 83・2251 ／ IP ☎ 88・9195）
菟田野地域事務所

（☎ 84・2521 ／ IP ☎ 88・9188）
室生地域事務所

（☎ 92・2001 ／ IP ☎ 88・9182）
厚生保護課

（☎ 82・2221 ／ IP ☎ 88・9079）

6 月 11 日（水） 室生振興センター
6 月 16 日（月） 大宇陀地域事務所

6 月 23 日（月） 9：00 ～ 12：00
12：30 ～ 15：30 榛原総合センター

若者自立のための
無料相談［要予約］6 月 10 日（火）

14：00 ～ 17：00
（※相談員の都合で中止と

なる場合があります。）
宇陀市役所

（213 会議室）
若者サポートステーションやまと

（☎ 0744・44・2055）

中南和法律相談
センター［要予約］

6 月 20 日（金）
相談日の 1 週間前より

受付（1 人 30 分）
13：00 ～ 16：00

宇陀市役所（211 会議室）
他の相談場所も利用できますので、

奈良弁護士会にご確認ください
奈良弁護士会

（☎ 0742・22・2035）

巡回職業相談
［要予約］ 6 月 11 日（水） 9：00 ～ 12：00

13：00 ～ 16：00
宇陀市役所

（213 会議室）
厚生保護課

（☎ 82・2221 ／ IP ☎ 88・9079）
弁護士による
福祉専門相談

[ 要予約 ]

6 月１０日（火）
申込締切

６月５日（木）
10：00 ～ 12：00

市社会福祉協議会 宇陀市社会福祉協議会
（☎ 84・4116）精神科医による

専門相談
[ 要予約 ]

6 月 16 日（月）
申込締切

６月 9 日（月）
14：00 ～ 16：00

甲種防火管理新規講習
防火管理者の資格を取得するには講習の受講が必要です

【日時】7 月 24 日（木）～ 25 日（金）
【場所】宇陀市榛原総合センター　
【定員】　１２０名
【受講料】6,170 円　
【受付期間】６月 30 日（月）～７月２日（水）
　申し込み書類等は、宇陀消防署に準備しています。
受講申込みは直接奈良県防災安全協会に申込みくだ
さい。　　　　　　（奈良県広域消防組合　宇陀消防署予防課）

問一般社団法人 奈良県防災安全協会　
( ☎ 0742・22・2119 ／ FAX0742・26・6887）

はい！こちら消費者相談窓口です
免許が必要な「ペダル付電動自転車」

　ペダル付電動自転車は、人力を使わず自走でき
る機能を備えているため、公道を走るには「スクー
ター」と同じ扱いでナンバープレート取得・免許・
保険加入が必須です。
　電動アシスト自転車は、自分でこがなければ動
かず、あくまで走行補助する「自転車」です。
　しかし、車両重量は 30㎏もあり、バッテリーが
切れた時には、かなり重い自転車として扱うこと
になります。
　一見同じように思われますが、全く別の乗り物
です。
◎ 市役所で月曜日午後に相談室を開設しています

問商工観光課（☎ 82・2457 ／ IP ☎ 88・9081）
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窓 口 業 務

市民課では上記の日時に住民票、
印鑑証明、戸籍抄本などの発行
業務を行っています。（税関係を除く）

◆毎月第 2・4土曜日

6月は14日と28日です。

◇午前 8:30～正午

※住民基本台帳ネットワークシステム
　関連業務は行っていません。

のご案内

市県民税（全期・第１期）の
納期限は

税金は納期限内に納めましょう。
6月30日（月）です。6月30日（月）です。

臨時福祉給付金・子育て世帯
臨時特例給付金について
給付金の申請時期は、9月を予定して
います。

子ども支援課　☎82・2236／ IP☎88・9080
介護福祉課　　☎82・3675／ IP☎88・9088

問

厚生労働省ホームページ
２つの給付金

わが家のアイドル写真募集
広報うだ10月号表紙に掲載

誌面いっぱいに元気なお子さんをたくさん紹介
しますので、ぜひご応募ください。

秘書広報情報課（☎82・3912 / IP☎88・９083）
Eメール　hishokouhou@city .uda . lg . jp

8月25日（月）写真データ可
応募期間

問

■スポーツ振興くじ（toto) 助成
事業・桜井宇陀サッカー教室開催

日時　 6 月 1 5 日 （ 日 ）
　 午 前 1 0 時 ～ 午 後 3 時 3 0 分
場所　 曽 爾 村 ふ れ あ い ホ ー ル
（ 曽 爾 村 大 字 塩 井 ）
対象　 圏 域 内 （ 桜 井 市 ・ 宇 陀

市 ・ 曽 爾 村 ・ 御 杖 村 ） に 住
所 を 有 す る 4 ・ 5 歳 ～ 中 学 生
参加費　 無 料
申込方法　 6 月 6 日 （ 金 ） ま

で に 、 封 書 に よ り （ 結 果 連
絡 用 「 官 製 は が き 」 同 封 ）
の う え 、 問ま で 。 参 加 申 込
書 お よ び 参 加 承 諾 書 は 、ホ ー
ム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド
可 。

※ 先 着 順 6 0 名 。
※ 詳 し く は 、 問まで。
問桜 井 宇 陀 広 域 連 合 サ ッ カ ー

教 室 係 （ ☎ 0744・4 4・1 4 4 4 ）
　 〒 6 3 3 - 0 0 2 1
　 桜 井 市 大 字 倉 橋 2 1 1 6 - 2

■「奈良カエデの郷ひらら」から
●「手づくり市」開催
日時　 6 月 1 日 （ 日 ）
　 午 前 1 0 時 ～ 午 後 4 時
場所　 奈 良 カ エ デ の 郷 ひ ら ら
内容　 木 工 家 具 小 物 、 編 み ぐ

る み 、 ス イ ー ツ デ コ 、 フ ラ
ワ ー ア レ ン ジ メ ン ト 、 布 小
物 、 ヘ ア ー ア ク セ サ リ ー 、
天 然 石 ア ク セ サ リ ー な ど の
手 作 り 品 の 販 売

●給食ランチの日　6 月 1 日（日）
　 昔 懐 か し い 給 食 ラ ン チ

（ 限 定 5 0 食 ・ １ 食 8 5 0 円 ）
　 食 券 販 売 ： 午 前 1 0 時 ～
場所　 奈 良 カ エ デ の 郷 ひ ら ら

内 C a f e カ エ デ
問カ エ デ の 郷 事 務 局
　（ ☎ 8 4 ・ 2 8 8 8 ）

■ほたるの夕べ
　私たちの川を蛍でいっぱいにし
ませんか。桜の季節に放流した蛍
に会いにきてください。（小雨決行）
日時　 6 月 2 2 日 （ 日 ）
　 午 後 3 時 ～ 9 時 ３ ０ 分 頃
場所　 高 井 生 活 改 善 セ ン タ ー 、

矢 谷 川 周 辺
内容　 川 の 生 態 を 知 る ・ 水 せ

い 物 採 取 、 採 取 し た 生 物 、
蛍 の 生 態 学 習 、 蛍 の 鑑 賞 、
ア ト ラ ク シ ョ ン な ど

問千 年 大 志 会 　 稲 森 方
　（ ☎ 8 2 ・ 1 1 0 1 ）

■「第 13 回宇陀和太鼓祭」
　 和 太 鼓 の 迫 力 あ る 演 奏 を お

楽 し み く だ さ い 。
日 時　 6 月 2 9 日 （ 日 ） 午 後

１ 時 ～（ 午 後 0 時 3 0 分 開 場 ）
場所　 市 文 化 会 館
参加費　無 料
出演グループ（出演順）　 室

生 龍 穴 太 鼓 「 龍 神 」、 倭 太
鼓 「 榛 」、和 太 鼓 「 ぬ る べ 」、
御 杖 代 太 鼓 「 天 突 座 」、 和 太
鼓 「 響 」
ゲ ス ト　 津 軽 三 味 線 　 大 向

孝 明 さ ん 、 ブ レ イ ク ダ ン ス 　
エ デ ン ク ル ー

問浦 岡 方 （ ☎ 8 4 ・ 2 2 1 5 ）

おいしいな  だいじなお水  ごくりごくり

誌面いっぱいに元気なお子さんをたくさん紹介
しますので、ぜひご応募ください。

水道局（☎82・2185 / IP☎88・９104）

6月1～7日は 水道週間

応募期間

問

現在、市では水道の新設等を継続中。
今後も安定的で安心安全な良質の水
が供給できるよう努めていきますので
ご理解・ご協力をお願いします。

子育て家庭では・・・
～忙しい毎日！お子さんのしぐさ、ことばに　
ほんの一瞬、耳を傾けてみてください！～

子ども支援課　☎82・2236／ IP☎88・9080問

厚生労働省ホームページ 臨時福祉給付金

宇陀市では、安全で安心して子どもを産み
育てることができるまちをめざしています

■第８回宇陀市コーラスのつ
どい

♪ 夏 の ひ と と き を コ ー ラ ス の
歌 声 に の せ て ♪
日時　 ７ 月 ６ 日 （ 日 ） 午 後 １

時 3 0 分 ～ （ 午 後 1 時 開 場 ）
場所　 市 文 化 会 館
主催　 宇 陀 市 コ ー ラ ス の つ ど

い の 仲 間 た ち （ ヴ ィ オ レ ッ
タ 、か ぎ ろ ひ コ ー ラ ス 、コ ー
ラ ス ア ン ダ ン テ 、 さ さ な き
コ ー ラ ス 、 み ど り の 丘 児 童
合 唱 団 ）ゲスト：ピアノ演奏

（藤村直子、椿原薫）
問堂 下 方 （ ☎ 8 2 ・ 5 5 2 9 ）

■東北支援「春色コンサート」
お礼

　「 春 色 コ ン サ ー ト 」（ 4 月
2 0 日 開 催 ） に 、 ご 来 場 あ り
が と う ご い ざ い ま し た 。
　 皆 様 か ら お 預 か り し ま し た
募 金 1 4 , 1 0 0 円 は 、 あ し な が
育 英 会 に 寄 付 さ せ て い た だ き
ま し た 。
問レ イ ン ボ ー 宇 陀 　 石 川 方
　（ ☎ 0 9 0 ・ 6 9 1 1 ・ 9 8 1 8 ）

■事業主の皆様へ
　労働保険年度更新について
　 平 成 2 6 年 度 の 労 働 保 険（ 労
災 保 険 ・ 雇 用 保 険 ） の 年 度 更
新 手 続 き は 、 6 月 １ 日 か ら ７
月 1 0 日 ま で の 期 間 で す 。
問奈 良 労 働 局 総 務 部
　（ ☎ 0 7 4 2 ・ 3 2 ・ 0 2 0 3 ）
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このコーナーは、市民の自主
的な活動を支援することを
目的に設けています。

■掲載記事は 100 文字程度
■営利目的、政治・宗教に関するもの、

金銭的トラブルが生じるおそれがあ
るもの、不特定多数の市民を対象と
しないものは掲載不可

■紙面の都合で掲載できない場合があ
ります

■原稿は掲載月の前月 5 日までに秘書
広報情報課まで

問秘書広報情報課（☎ 82・3912 ／
IP ☎ 88・9083／ FAX82・3900）

■「ままんまうだVol.1」出店者
　 こ の イ ベ ン ト は 、「 ま ま ん
ま う だ 実 行 委 員 会 」 主 催 で 今
回 初 開 催 し ま す 。「ママ」たち
の心のこもった手作り雑貨と宇陀
で活躍する「食」＝まんまのスペ
シャリストが集います。
日時　 7 月 1 2 日 （ 土 ）
　 午 前 1 0 時 ～ 午 後 4 時
場所　 榛 原 萩 の 原 公 園 （ 宇 陀

市 役 所 横 ）

■初心者から楽しめるパソコ
ン講座受講生
日時　 6 月 3 日（ イ ン タ ー ネ ッ

ト を 楽 し も う ）・1 7 日（ ワ ー
ド 入 門 ・ 文 字 入 力 の 基 礎 ）、
7 月 1 日 （ ワ ー ド で 図 形 ・
イ ラ ス ト 作 成 ）・1 5 日（ ワ ー
ド で チ ラ シ 作 成 ）

　 ※ す べ て 火 曜 日 の 午 前 1 0
時 ～ 正 午 で す 。
場所　 伊 那 佐 郵 人（ 榛 原 比 布 ）
定員　 1 5 名
受講料　 1 , 5 0 0 円 ／ 回
問松 田 方
　（ ☎ 0 8 0 ・ 4 4 9 4 ・ 2 2 7 8 ）

■太極拳教室生
日時　 4 月 か ら 1 2 月 の 毎 月

第 1 ・ 第 3 水 曜 日 　 午 後 8
時 ～ 9 時 3 0 分
場所　 室 生 農 林 ト レ ー ニ ン グ

セ ン タ ー
持ち物　 底 の 薄 い 靴 、 お 茶 、

タ オ ル  ※ 運 動 の で き る 服 装
で お 越 し く だ さ い 。
費 用　 月 1 , 0 0 0 円 、 ス ポ ー

ツ 保 険 料 9 か 月 分 9 0 0 円
問抜 井 方 （ ☎ 9 2 ・ 2 9 5 4 ）
　 和 佐 野 方 （ ☎ 9 2 ・ 2 5 1 0 ）

■放送大学 10 月入学生
　テレビなどの放送やインター
ネットで授業を行う通信制の大学
です。
出願期間　6 月 15 日 ～ 8 月 31
日（インターネットでの出願可）
※詳しい資料を無料で送付します
ので、お気軽にお問合せください。
問放 送 大 学 奈 良 学 習 セ ン タ ー
 （ ☎ 0 7 4 2 ・ 2 0 ・ 7 8 7 0 ）

6月毎週火曜日限定！
宇陀市民の方

500円入浴デー開催！
※ポイント対象外のイベントです。

必ず市民ポイントカードか証明証をお出しくださいませ。

平成 26年 6月末
市民特典カード引換券

五味司法書士
広告

［出店者募集］（ 2 5 ブ ー ス ）
対象　 市 内 で 常 時 活 動 し て い

る 市 民 、 グ ル ー プ 、 団 体
※ 出 店 条 件 な ど は 、 申 込 時 に
ご 確 認 く だ さ い 。
出店費用　 小 ブ ー ス （ 2 ｍ ×

2 ｍ ）1 , 6 0 0 円・中 ブ ー ス（ 3
ｍ × 2 ｍ ） 2 , 4 0 0 円
申 込 期 限　6 月 1 5 日 （ 日 ）

ま で に 、 事 務 局 ま で 直 接 お
申 し 込 み く だ さ い 。

問ま ま ん ま う だ 実 行 委 員 会 事
務 局 　 代 表

 （ ☎ 0 9 0 ・1 0 2 8 ・4 4 5 6 ）
メ ー ル ： h i y o s h i . c o b o @
g m a i l . c o m
h t t p : / / a m e b l o . j p / h i y o s h i -
c o - b o /

■「サッカー祭り」参加者
　奈良東和ＦＣ
日時　 6 月 2 2 日 （ 日 ）　 午 前

9 時 3 0 ～ 1 1 時 3 0 分 （ 受
付 ： 午 前 9 時 ～ ）
場所　 市 総 合 体 育 館
対象　 幼 保 育 園 児 （ 年 中 ・ 年

長 ）、小 学 校 1 ～ 4 年 生 （ 男
女 問 わ ず ）
持ち物　 運 動 で き る 服 装 ・ 帽

子 ・ 飲 み 物 、 体 育 館 シ ュ ー
ズ
申し込み　 事 前 申 込 不 要
※ 練 習 中 の け が は 、 応 急 処 置
の み で す 。
問奈 良 東 和 Ｆ Ｃ 　 桝 本 方
　（☎ 0 9 0 ・2 7 0 0 ・2 7 2 7 ）
岡 田 方
　（ ☎ 0 9 0 ・6 6 6 5 ・9 4 5 8 ）
林 方
　（ ☎ 0 9 0 ・5 1 5 2 ・ 0 2 1 9 ）



「家事場のパパヂカラ」
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５
月
５
日
の
行
事

　

薬
猟
の
起
源
は
、
朝
鮮
半
島
の
高
句
麗
王

室
が
３
月
３
日
に
楽
浪
の
丘
で
行
っ
た
鹿
や

猪
を
獲
る
行
事
と
古
代
中
国
の
長
江
中
流
域

で
５
月
５
日
に
行
わ
れ
た
雑
薬
を
摘
む
民
間

行
事
に
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
推
古
天
皇
の
時
代
に
起
源
が

異
な
る
こ
れ
ら
２
つ
の
行
事
を
あ
わ
せ
て
、

「
薬
猟
」
と
い
う
宮
廷
行
事
と
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
推
古
一
九
年
（
六
一
一
）
５
月

５
日
の
菟
田
野
（
宇
陀
野
）
で
の
薬
猟
以
降
、

宮
廷
儀
礼
と
し
て
毎
年
５
月
５
日
に
は
、
薬

猟
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
奈
良
時
代
に
な
る
と
、
宮
外
で

の
薬
猟
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
こ
れ
に
代

わ
っ
て
平
城
宮
北
側
の
松
林
苑
（
し
ょ
う
り

ん
え
ん
）（
現
在
の
奈
良
市
）
で
騎
射
（
馬

に
乗
っ
て
弓
を
射
る
行
事
）
や
宴
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
平
安
時
代
に
は
、
さ
ら
に
形
骸

化
し
、
天
皇
は
５
月
５
日
に
行
わ
れ
た
「
騎

射
の
節
（
き
し
ゃ
の
せ
ち
）」
で
騎
射
を
見

る
だ
け
の
儀
式
と
な
り
ま
し
た
。
宮
中
で
は
、

菖
蒲
を
髪
飾
り
に
し
た
人
々
が
集
い
、
天
皇

か
ら
薬
玉
（
く
す
だ
ま
）（
薬
草
を
丸
く
固

め
て
飾
り
を
付
け
た
も
の
）
を
賜
り
ま
し
た
。

人
々
が
菖
蒲
縵
（
し
ょ
う
ぶ
か
づ
ら
）
を
身

に
つ
け
た
り
、
薬
玉
を
柱
に
か
け
た
り
し
た

の
は
、
薬
草
を
摘
ん
だ
「
薬
猟
」
の
名
残
を

伝
え
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
５
月
５
日
（
端
午
）
と
い
え
ば
、

端
午
の
節
句
（
菖
蒲
の
節
句
）。
五
節
句
（
七

草
の
節
句
、桃
の
節
句
、菖
蒲
の
節
句
、七
夕
、

菊
の
節
句
）
の
ひ
と
つ
で
す
。
端
午
の
節
句

に
は
、
男
子
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
願
し
、

行
事
を
行
う
風
習
が
あ
り
ま
す
。
菖
蒲
の
葉

の
形
が
剣
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

端
午
は
男
の
子
の
節
句
と
さ
れ
、
男
の
子

の
成
長
を
祝
い
、
健
康
を
祈
る
よ
う
に
な
っ

た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
五

月
人
形
を
室
内
に
飾
り
、
庭
先
に
鯉
の
ぼ
り

を
立
て
て
い
る
ご
家
庭
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
「
薬
猟
」
は
、
時
代
と
と
も
に
形
を
変
え

な
が
ら
「
５
月
５
日
」、「
菖
蒲
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
そ
の
名
残
を
今
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

27

５月の空に泳ぐ鯉のぼり

　
6
月
23
日
～
29
日
は

　
　「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
を
図
る
た
め
、「
男
女
共

　
　
　

同
参
画
社
会
基
本
法
」
の
公
布
・
施
行
（
平
成
11
年
6
月
23
日
）

　
　
　

を
踏
ま
え
て
、
毎
年
6
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
1
週
間
は
、「
男

女
共
同
参
画
週
間
」
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ

い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
…

　
「
男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、

も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」
を

い
い
ま
す
。（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法　

第
２
条
）

■
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
5
つ
の
理
念

　

①
男
女
の
人
権
の
尊
重

　

②
社
会
に
お
け
る
制
度
又
は
慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮

　

③
政
策
等
の
立
案
及
び
決
定
へ
の
共
同
参
画

　

④
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他
の
活
動
の
両
立

　

⑤
国
際
的
協
調

◆
「
な
ら
男
女
共
同
参
画
週
間
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
４
」

テ
ー
マ　
「
女
（
ひ
と
）
と
男
（
ひ
と
）
共
に
担
え
る
参
画
社
会
～
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
進
ん
で
い
ま
す
か
～
」

日
時　
7
月
3
日
（
木
）
～
6
日
（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
7
月
3
日
（
木
）
の
み
記
念
講
演
開
催
に
つ
き
、午
後
２
時
か
ら
で
す
。

場
所　
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
（
近
鉄
奈
良
駅
よ
り
徒
歩
5
分
）

内
容　
「
人
生
充
実
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
幸
福
度
を
上
げ
る
働
き
方
～
」

記
念
講
演
、
劇
、
紙
芝
居
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
【
各
日
入
場
無
料
、
申
込
不
用
】

問

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
総
務
係
（
☎
０
７
４
２
・
27
・
２
３
０
０
）
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番組表

  まちの話題 
 ホットニュース  ホットニュース

 企画番組  お知らせ（静止画）
  お天気カメラ 

  ストレッチ／タオル体操 
  お知らせ（音声付静止画） 

  まちの話題 
 ホットニュース  ホットニュース

 企画番組  お知らせ（静止画）
  お知らせ（静止画） 

  サイエンスチャンネル　A 
  お天気カメラ 

  まちの話題 
 ホットニュース  ホットニュース

 企画番組  お知らせ（静止画）
  お知らせ（音声付き静止画） 

  タオル体操＆筋トレ 
  サイエンスチャンネル　B 

  お知らせ（静止画） 
  サイエンスチャンネル　A 

  お知らせ（静止画） 
  お知らせ（音声付き静止画） 

  お天気カメラ 
  お知らせ（静止画） 

  まちの話題 
 ホットニュース  ホットニュース

 企画番組  お知らせ（静止画）
  サイエンスチャンネル　B 

  ピカピカはみがきのうた 
  メタボ撃退エクササイズ 

  お知らせ（静止画） 
 ホットニュース  ホットニュース

 企画番組  お知らせ（静止画）
  まちの話題 

  お知らせ（静止画） 
  まちの話題

問自主放送スタジオ　（☎ 82・2497）
※ 番組内容及び、放送時間は予告なく変更される場合があります。

ご了承ください。

番組内容 1日〜 10日 11日〜 20日 21日〜末日

ホット
ニュース

○市長就任のごあいさつ
○平成２６年宇陀市議会

第１回臨時会
○ゾーン３０運用開始式

○宇陀市立病院医療セ
ミナー

○すくすく教室２歳児

○東榛原まちづくり協議
会　防災訓練

○大宇陀高校との交流

企画番組 ○健幸都市ウェルネス
　シティ宇陀市（第４回） − −

野菜たっぷり
クッキング − − 竹の子とコーンの肉団

子、その他

まちの話題 ○弁財天石楠花祭り
○野依オンダ祭り

○鳥見山つつじ祭り
○あきの蛍能レクチャー

○少年少女軟式野球教室
○男のｸｯｷﾝｸ・゙ﾊﾟー ﾄ9( 前半)

サイエンス A

ザ・メイキング：
駄菓子

夢見る未来世界：
無限のエネルギー

ザ・メイキング：
朱肉

夢見る未来世界：
永遠の生命

ザ・メイキング：
気泡緩衝シート

夢見る未来世界：
憧れの宇宙旅行

サイエンス B サイエンスフロンティア：
自然免疫の真相に迫る

サイエンスフロンティア：
ナノエレクトロニクスの世界を拓くために

サイエンスフロンティア：
インフルエンザパンデミック

ピカピカ
はみがきのうた 榛原幼稚園 榛原東幼稚園 室生こども園

※ 企画番組、野菜たっぷりクッキングは、ホットニュース終了後に続けて放送します。

［材料］
   卵…３個、（Ａ：だし汁…3/4 カップ、スキムミルク…40g、塩…小さ

じ 1/4）、人参…1/4 本、えのき…1/2 パック、生椎茸…3 個、乾燥わ
かめ…3g、（Ｂ：だし汁…3/4 カップ、塩…ひとつまみ、みりん…小さ
じ 1、片栗粉…小さじ 1）、みつば…6 本

［作り方］
❶Ａの材料をよく混ぜ、溶き卵と合わせておく。   
➋人参は千切り、えのきは根元を除いて半分の長さに、椎茸は石づきを切っ

て薄切りにする。わかめは水でもどし、細かく刻む。 
➌みつばは食べやすい長さに切る。   
➍➊の卵液に➋の具を合わせ、14㎝角位の流し型に入れ、全体を混ぜる。
➎➍を蒸し器に入れ弱火にして、途中で「す」が入らないように様子をみ

ながら火を通す。   
➏Ｂを混ぜながら弱火にかけて薄くずあんを作り、➎にかけ、みつばを散

らす。

うだチャン 11ch で
5月放映したレシピです。

千草卵（4人分）
フライパンで

焼くこともできます

　

６
月
は
環
境
月
間
。
期
間
中
は

各
地
域
で
環
境
美
化
活
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
▼
地
域
を
美
し
く
す

る
こ
と
は
、
住
ま
い
の
環
境
を
良
く

す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
健
康
面

や
子
ど
も
の
教
育
、
犯
罪
防
止
に

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
み

ん
な
で
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
地

域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
促
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。
▼
宇

陀
市
で
は
昨
年
の
１
年
間
だ
け
で

約
28
ト
ン
も
の
不
法
投
棄
が
あ
り

ま
し
た
。
▼
現
在
、
市
に
は
30
人

の
地
域
環
境
保
全
推
進
員
が
お
ら

れ
、
定
期
的
に
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
不

法
投
棄
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
▼

不
法
投
棄
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
か

ら
私
た
ち
の
美
し
い
故
郷　

宇
陀

市
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

平成 26年 5月 1日現在
※（　）内は前月比

総　数 33,326人（-87）
男 15,911人（-45）
女 17,415人（-42）
世帯数 13,202世帯（-3）

過去のレシピは、ホームページをご覧ください。
「ひじきのサラダ」は、ホームページをご覧ください。
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第
102号

平
成

26年
6月

1日
  発

行

「鳥見山つつじ祭り」開催
～新緑とつつじ満開の中、多彩な催し～（5月11日）

　鳥見山公園で「鳥見山つつじ祭り」が行わ
れました。
　最初に、山と登山者の安全を祈願する山開
きの祭事が行われ、和太鼓の演奏やヒップホッ
プダンス、歌や踊り、アコースティックライブ、
模擬店など多彩な催しが行われました。
　また、NPO法人日本蜜蜂大学より提供のつ
つじを記念植樹しました。
　この日は、晴天に恵まれ、新緑と満開のつ
つじを見ようと訪れた約 500 人の方たちは、
十分に満喫されたことでしょう。
　公園内には、神武天皇聖跡伝承地の顕彰碑や
歌碑が数多くあり、頂上（７３５m）近い見晴ら
し台からは眼下に大和盆地、宇陀の山容を一望
できます。
　また、春には桜、秋には紅葉、冬には雪景色

など四季を通じて美しい景色を楽しむこ
とができます。
　近鉄榛原駅から気軽にトレッキング
できると、ハイカーからも人気がありま
す。
　これからは紫陽花、夜には星空観測
も楽しめます。

2 0 1 4
平 成 2 6 年

102号

C O N T E N T S
特集　歯と口の健康づくり …… 2
市長選挙・市議会議員選挙結果… 4
議会だより ……………………… 8
うだぢから ……………………… 12
まちのわだい …………………… 14
宇陀市立病院・ウェルネス …… 16
みんなで子育て ………………… 18
保健センター・お知らせ ……… 20
みんなの掲示板 ………………… 28
うだチャン 11ch ………………… 31

宇陀市のマスコットキャラクター
ウッピー 八っぴー

毎食後、 歯みがきを
して、 むし歯や歯周病
にならないように
予防しましょう！

　

徳
源
寺
は
、
織
田
松
山
藩
が
藩
主
の
菩
堤
所
と
し
て
、
京
都
北
野
の

古
寝
殿
を
移
築
、
本
堂
と
し
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
境
内
奥
の
木
立
の

中
に
は
藩
祖
信
雄
（
織
田
信
長
の
次
男
）、
高
長
、
長
頼
、
信
武
の
四
代

の
五
輪
塔
が
あ
り
ま
す
。
６
月
中
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
か
け
て
ア
ジ
サ

イ
が
一
斉
に
花
を
つ
け
、
雨
に
沈
み
が
ち
な
気
分
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

徳
源
寺
　
　
　
　
　（
大
宇
陀
岩
室
）
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